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「ニセコ町学習交流センターあそぶっく」では、多くの町民ボランティアが様々な活動をしながら運営の補助をお

こなっています。あそぶっくらぶ（放課後のお話会や工作教室）、遊悠ぶっく（ニセコハイツでの読み聞かせ等）、銀

の針（布絵本の作成）、おとどけ隊（来館が困難な方への本の届け）など、たくさんの方に親しまれ、喜ばれています。
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一般会計 42億3千万円
幼児センターの増築、ニセコ小学校教室改修、
道路や橋梁、上下水道設備の計画的な補修を

平成28年第２回ニセコ町議会定例会は、３月８日に開会し、３月15日に閉会しました。

町から、規約変更２件、指定管理者の指定１件、条例の改正１４件、請負契約の変更、補正予算５

件、平成28年度各会計予算６件の提案があり、すべての議案を可決しました。

また、１月25日は第１回臨時会、３月30日には第３回臨時会を開会し、いずれも会期を１日と定

めて、町から提案があった町税条例や国民健康保険税条例の一部を改正する条例、平成２７年度補正

予算など、すべての議案を可決しました。

第2回　3月定例会

▲ニセコの未来は見えるかな　近藤小学校の冬休み発表会から



◎
Ｊ
Ｒ
函
館
線
減
便
へ
の
対
応

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
主
力
一
般
気
動

車
の
老
朽
、
劣
化
が
進
む
中
で
安
全

・
安
定
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
、
平

成
28
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
、
利
用
の
少
な
い
列
車
や
駅
の
見

直
し
を
行
う
方
針
で
あ
る
。
倶
知
安

町
か
ら
ニ
セ
コ
町
を
含
む
長
万
部
町

ま
で
の
函
館
線
も
こ
の
対
象
に
含
ま

れ
る
と
、
連
絡
し
て
き
た
。

平
成
27
年
10
月
６
日
、
ニ
セ
コ
町

に
も
減
便
意
向
の
申
し
出
が
あ
り
、

11
月
９
日
と
12
月
25
日
の
２
回
、
沿

線
自
治
体
と
と
も
に
ダ
イ
ヤ
改
正
等

に
関
し
、
こ
れ
ま
で
の
便
の
維
持
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
平
成
28
年
１
月
25
日
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
か
ら
、
発
表
済
み
改
正
ダ

イ
ヤ
か
ら
の
変
更
は
し
な
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

改
正
ダ
イ
ヤ
は
、
午
後
の
４
時
台

と
７
時
台
で
、
倶
知
安
方
面
へ
向
か

う
便
が
減
便
に
な
る
。
高
校
生
の
通

学
も
含
め
て
多
大
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し
て
、

さ
ら
に
改
善
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

◎
公
共
施
設
で
使
用
す
る
電
力
供
給

電
力
自
由
化
に
伴
い
、
一
般
電
気

事
業
者
︵
北
海
道
電
力
︶
か
ら
特
定

規
模
電
気
事
業
者
に
電
力
供
給
を
切

り
替
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
町
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
域
内
循
環
の
観
点
か
ら
、
尻

別
川
で
町
内
に
２
つ
の
水
力
発
電
所

を
持
つ
王
子
製
紙
が
電
力
を
供
給
す

る
、
王
子
・
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
電
力

販
売
株
式
会
社
と
契
約
を
結
ん
だ
。

当
面
、
役
場
庁
舎
な
ど
10
施
設
で
、

４
月
１
日
か
ら
供
用
開
始
す
る
。
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
効
果
は
約
62
・
６
％
、

電
気
料
金
の
削
減
率
は
約
13
％
を
見

込
ん
で
い
る
。

◎
国
営
農
地
再
編
推
進
事
業

平
成
27
年
度
国
営
農
地
基
盤
整
備

事
業
は
、
当
初
10
億
円
の
予
算
が
つ

い
た
。
そ
の
後
、
２
億
円
の
追
加
配

分
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
と
し
年
が
明

け
て
か
ら
国
の
補
正
予
算
で
９
億
６

千
万
円
の
予
算
が
つ
く
こ
と
に
な
っ

た
。
補
正
予
算
分
は
、
次
年
度
へ
繰

り
越
し
て
使
用
す
る
。
今
後
28
年
度

以
降
の
予
算
も
、
予
算
確
保
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。
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平成28年度予算は、予算特別委員会で審査
平成28年度予算は、全議員で構成する予算特別委員会に付託されました。

特別委員会は、３月９日に正副委員長の互選を行い、委員長に竹内正貴議員、副委員長に斉藤うめ子議員を選出してい

ます。審査は、14日と15日、款ごとあるいは歳入または歳出ごと等に区分して質疑を行うなど、慎重に審査を行いました。

審査結果は、平成28年度一般会計など全６会計とも原案のとおり可決すべきものとしました。

３月15日の本会議採決では、全会一致で委員会の審査結果のとおり決しています。

28年度予算の概要 （単位：万円・％）

※予算の詳細は、５月に配布済みの「もっと知りたいことしの仕事」をご覧ください。



選
挙
権
年
齢
の
引
下
げ
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら
有
権
者
と
し
て
の
教

育
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る

Ｑ
　
猪
狩
一
郎
議
員

今
夏
の
参
院
選
よ
り
、
70
年
ぶ
り

に
選
挙
権
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
高
校
生
も
対
象
と

な
っ
た
。
学
校
現
場
で
の
教
育
の
充

実
が
急
務
と
思
う
が
、
方
策
や
指
導

方
法
を
伺
う
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

昨
年
６
月
の
公
職
選
挙
法
改
正
以

降
、
文
部
科
学
省
よ
り
政
治
や
選
挙

等
に
関
す
る
教
育
充
実
の
観
点
か
ら
、

高
校
生
向
け
に
副
教
材
の
提
供
が
あ

っ
た
。
本
町
で
は
ニ
セ
コ
高
校
３
年

生
に
学
校
を
通
じ
て
配
付
さ
れ
た
。

こ
の
副
教
材
は
﹁
私
た
ち
が
拓
く
日

本
の
未
来
﹂
と
題
し
た
冊
子
︵
１
０

４
ペ
ー
ジ
︶
で
、
有
権
者
や
選
挙
、

政
治
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
模
擬
投
票

な
ど
の
実
践
に
つ
い
て
も
扱
わ
れ
て

い
る
。
ニ
セ
コ
高
校
に
お
い
て
も
、

こ
の
教
材
を
中
心
と
し
、
今
年
度
か

ら
有
権
者
と
し
て
の
教
育
に
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
３
年
生
を
対
象
に

副
読
本
を
使
っ
た
公
民
の
授
業
を
行

っ
た
り
、
今
年
１
月
に
は
北
海
道
選

挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
出
前
講
座
が

行
わ
れ
、
グ
ル
ー
プ
討
論
や
模
擬
投

票
の
体
験
も
行
わ
れ
た
。
平
成
28
年

度
は
対
象
を
２
年
生
ま
で
広
げ
、
同

様
の
取
り
組
み
を
進
め
る
方
針
と
な

っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
は
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
と

も
こ
う
し
た
学
校
の
取
り
組
み
へ
の

支
援
や
情
報
提
供
な
ど
に
努
め
て
い

き
た
い
。

Ａ
　
片
山
町
長

町
で
は
﹁
ニ
セ
コ
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
﹂
に
基
づ
き
、
満
20
歳
未

満
の
青
少
年
及
び
子
ど
も
た
ち
に
対

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利

を
保
障
し
、
子
ど
も
議
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
る
。
今
日
の
政
治
に
青
少

年
の
声
を
反
映
す
る
選
挙
権
年
齢
の

引
き
下
げ
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
理
念
に
合
致
す
る
も
の
で
、

歓
迎
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

高
校
生
世
代
が
自
分
で
暮
ら
し
て

い
る
地
域
の
あ
り
方
や
日
本
の
未
来

に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
未

来
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
有
益
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
感
じ

て
い
る
。

Ｑ
　
猪
狩
一
郎
議
員

主
体
性
・
自
主
性
を
育
て
る
た
め

に
は
、
せ
め
て
小
学
校
高
学
年
く
ら

い
か
ら
、
ま
ず
は
自
分
の
住
む
町
の

い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
た
り
、
さ
ら
に
は
日
本
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
土
壌
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
の
が
い

い
と
思
う
。
町
長
の
考
え
は
。

Ａ
　
加
藤
学
校
教
育
課
長

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
体

験
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
が
直

接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
ニ
セ
コ
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
参
画
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
教
育
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
子
ど
も
議
会
も
、

社
会
の
構
成
員
の
一
員
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
直
接
ニ
セ
コ
の
ま
ち
づ

く
り
の
こ
と
を
考
え
る
取
り
組
み
の

機
会
と
し
て
引
き
続
き
開
催
を
し
、

内
容
を
充
実
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

高
校
生
は
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
の

中
で
、
毎
年
農
業
や
観
光
面
に
お
い

て
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
を
発
表
し

て
お
り
、
非
常
に
高
い
評
価
が
あ
る
。

今
年
は
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、
人

口
減
少
問
題
に
つ
い
て
の
政
策
提
案

が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち

の
主
体
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を

し
て
も
ら
う
よ
う
、
学
校
に
も
働
き

か
け
た
い
。

Ａ
　
片
山
町
長

自
治
創
生
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、

ニ
セ
コ
高
校
あ
る
い
は
中
学
校
の
授

業
の
中
で
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ
　
猪
狩
一
郎
議
員

ニ
セ
コ
町
の
該
当
者
︵
18
・
19
歳
︶

は
何
人
く
ら
い
い
る
か
。

Ａ
　
高
瀬
総
務
課
長

町
内
は
約
１
０
０
人
。
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本
定
例
会
で
の
一
般
質
問
は
、
６
名
の
議
員
か
ら
11
件
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
　

と
答
弁
　

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
会
議

録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



ニ
セ
コ
町
の
婚
活(

結
婚)

対

策
に
つ
い
て

引
き
続
き
交
流
会
を
主
催
し
て
対

応
し
て
い
く

Ｑ
　
斉
藤
う
め
子
議
員

平
成
26
年
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
調
査
で
は
、
生
涯

未
婚
率
が
男
性
で
約
５
人
に
１
人
、

女
性
は
10
人
に
１
人
以
上
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
未
婚
者
の
増
加
を
個
人

の
問
題
か
ら
社
会
的
な
問
題
と
し
て

捉
え
、
結
婚
支
援
の
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い

る
。
ニ
セ
コ
町
に
は
ニ
セ
コ
町
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
推
進
協
議
会
が
あ

り
、
結
婚
希
望
者
の
出
会
い
の
場
を

支
援
し
て
い
る
が
、
こ
の
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

伺
う
。
①
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
と

い
う
名
称
の
由
来
。
②
活
動
内
容
。

③
成
婚
率
、
実
績
。
④
今
後
の
対
策
、

仕
組
み
づ
く
り
。
⑤
ほ
か
の
団
体
、

組
織
に
よ
る
支
援
対
策
。

Ａ
　
荒
木
農
業
委
員
会
会
長

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
推
進
委
員

会
は
、
農
業
者
、
商
業
者
な
ど
の
担

い
手
の
対
策
と
し
て
交
流
会
な
ど
を

開
催
し
て
出
会
い
の
場
の
環
境
づ
く

り
に
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ａ
　
福
村
農
政
課
長

農
業
者
の
結
婚
対
策
と
し
て
、
昭

和
47
年
に
町
が
営
農
指
導
対
策
に
よ

り
取
り
組
ん
だ
の
が
始
ま
り
。
昭
和

54
年
か
ら
は
担
い
手
の
花
嫁
対
策
と

し
て
農
業
委
員
会
が
ニ
セ
コ
町
後
継

者
結
婚
推
進
委
員
会
及
び
ニ
セ
コ
町

結
婚
相
談
所
と
い
う
名
前
で
取
り
組

み
を
進
め
、
昭
和
63
年
９
月
か
ら
現

在
の
ニ
セ
コ
町
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ

ー
推
進
協
議
会
に
改
称
さ
れ
、
産
業

後
継
者
の
結
婚
難
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
平
成
15
年
に
は
協
議
会

の
目
的
を
出
会
い
の
場
の
環
境
づ
く

り
に
改
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

①
グ
リ
ー
ン
は
農
業
後
継
者
を
あ
ら

わ
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
結
婚
相
手
を

意
味
し
て
い
る
。

②
基
本
的
に
は
婚
活
の
た
め
の
交
流

会
の
開
催
が
主
な
活
動
内
容
。
平
成

27
年
度
に
は
ニ
セ
コ
町
と
札
幌
市
で

婚
活
の
交
流
会
を
開
催
。

③
平
成
15
年
度
以
降
の
実
績
か
ら
、

協
議
会
主
催
の
交
流
会
が
縁
で
成
婚

し
た
も
の
が
８
組
。

④
引
き
続
き
交
流
会
を
主
催
し
て
対

応
し
て
い
く
。

⑤
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
以
外
の
交

流
会
開
催
情
報
な
ど
を
提
供
し
つ
つ
、

出
会
い
の
場
を
で
き
る
だ
け
多
く
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

Ａ
　
片
山
町
長

町
と
し
て
引
き
続
き
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
斉
藤
う
め
子
議
員

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
の
名
称
は

第
三
者
に
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
検

討
し
て
は
ど
う
か
。
推
進
協
議
会
の

設
置
及
び
運
営
要
綱
の
中
で
結
婚
適

齢
期
の
実
態
の
把
握
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
登
録
制
で
そ
の
中
か
ら
結
婚
す

る
意
向
を
確
認
す
る
と
い
う
手
続
か
。

成
婚
率
を
上
げ
る
た
め
の
対
策
と
し

て
の
仕
組
み
づ
く
り
は
。
ま
た
、
こ

の
他
に
組
織
団
体
と
か
、
支
援
団
体

と
い
う
の
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
福
村
農
政
課
長

当
時
は
農
業
者
の
担
い
手
を
メ
イ

ン
に
考
え
て
い
た
が
、
昨
今
は
そ
れ

以
外
の
方
の
参
加
も
出
て
き
た
の
で
、

今
後
名
称
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

き
た
い
。

登
録
制
で
は
な
い
が
、
推
進
協
議

会
で
は
該
当
者
を
約
30
人
と
押
さ
え

て
い
る
。
参
加
数
に
つ
い
て
は
臨
機

応
変
に
対
応
し
た
い
。
交
流
会
は
毎

年
度
予
算
の
執
行
状
況
等
に
よ
っ
て

一
〜
二
回
開
催
、
平
成
27
年
度
は
大

空
町
と
合
同
で
行
っ
た
り
と
手
法
は

凝
ら
し
て
開
催
し
て
い
る
が
、
成
婚

率
は
出
し
に
く
い
。

他
に
は
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
で
農
業
者

を
対
象
に
年
一
回
の
開
催
、
後
志
20

市
町
村
で
は
少
子
化
対
策
と
す
る
結

婚
の
た
め
の
協
議
会
を
つ
く
っ
て
お

り
、
今
年
度
ニ
セ
コ
町
を
会
場
に
男

女
30
名
で
交
流
会
を
行
っ
た
。
今
後

も
交
流
会
の
情
報
を
提
供
し
、
参
加

を
促
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
斉
藤
う
め
子
議
員
　

結
婚
適
齢
者
と
い
う
年
齢
を
ど
う

押
さ
え
て
い
る
の
か
。
40
歳
以
上
の

未
婚
者
も
た
く
さ
ん
い
る
。
結
婚
は

幸
せ
に
な
る
た
め
に
す
る
も
の
、
そ

こ
を
も
う
少
し
幅
広
く
捉
え
、
年
齢

を
問
わ
ず
検
討
で
き
な
い
も
の
か
。

Ａ
　
福
村
農
政
課
長

結
婚
適
齢
期
の
定
義
は
難
し
い
。

当
初
は
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
ま
で
と

募
集
を
か
け
て
い
た
が
、
年
齢
層
の

幅
が
広
す
ぎ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し

か
っ
た
。
そ
こ
で
平
成
27
年
度
か
ら

は
夏
は
20
歳
か
ら
35
歳
ま
で
、
冬
は

40
歳
以
上
と
い
う
こ
と
で
年
代
を
区

切
り
交
流
会
を
開
催
し
て
い
る
。
た

だ
、
農
業
委
員
会
は
担
い
手
対
策
と

し
て
開
催
し
て
い
る
の
で
、
シ
ニ
ア

世
代
の
婚
活
に
は
な
か
な
か
取
り
組

み
に
く
い
と
思
う
。
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Ａ
　
金
井
自
治
創
生
室
長

婚
活
対
策
に
つ
い
て
は
、
策
定
の

最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
ニ
セ
コ
町

自
治
創
生
総
合
戦
略
の
中
で
も
位
置

づ
け
て
い
る
。

結
婚
に
関
す
る
動
向
と
し
て
は
、

有
配
偶
率
が
札
幌
市
よ
り
は
高
い
も

の
の
減
少
傾
向
に
あ
る
。
平
成
27
年

に
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、
未
婚
の
理
由
と
し
て
結
婚

し
た
い
と
思
え
る
相
手
が
い
な
い
こ

と
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
ニ
セ
コ
町
自
治
創

生
総
合
戦
略
で
は
具
体
的
施
策
の
一

つ
に
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保
を
位
置

づ
け
、
地
域
性
を
生
か
し
た
出
会
い

の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

自
治
創
生
の
推
進
に
向
け
て
は
、

事
業
推
進
主
体
と
な
る
担
い
手
の
確

保
が
重
要
。
役
場
主
体
の
事
業
だ
け

に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
自
治
体
や
民
間

の
婚
活
支
援
会
社
等
と
も
連
携
し
、

今
後
さ
ら
に
事
業
の
拡
大
、
工
夫
で

き
る
余
地
が
な
い
か
等
検
討
し
て
い

き
た
い
。

「
長
寿
祝
金
」の
見
直
し
と

「
敬
老
会
」の
在
り
方
に
つ
い
て

「
長
寿
祝
金
」
と
「
敬
老
会
」
の
開

催
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

いＱ
　
斉
藤
う
め
子
議
員

ニ
セ
コ
町
は
平
成
16
年
４
月
か
ら
、

現
行
の
長
寿
祝
金
制
度
が
施
行
さ
れ
、

敬
老
会
は
平
成
15
年
か
ら
ヒ
ル
ト
ン

ニ
セ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
経
費
は
今
年
度
３
１
３
万

円
、
10
年
前
の
２
２
４
万
円
に
比
較

す
る
と
長
寿
化
に
伴
い
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い

財
政
状
況
の
な
か
で
、
喜
寿
３
万
円
、

米
寿
５
万
円
、
白
寿
20
万
円
の
祝
金

は
、
果
た
し
て
妥
当
な
支
給
額
だ
ろ

う
か
。
喜
寿
の
祝
金
を
廃
止
し
た
自

治
体
も
増
え
て
お
り
、
現
金
に
代
わ

る
心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い
を
十
分
検

討
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

ま
た
、
現
在
75
歳
以
上
を
対
象
に

開
催
さ
れ
て
い
る
敬
老
祝
賀
会
に
係

る
経
費
は
約
１
７
０
万
円
、
出
席
率

は
対
象
者
の
約
30
％
未
満
だ
。
祝
い

金
と
合
わ
せ
約
５
０
０
万
円
の
経
費

を
、
高
齢
者
が
よ
り
健
康
で
幸
せ
な

長
寿
を
過
ご
せ
る
よ
う
な
老
人
福
祉

対
策
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
回
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
現
在
の
長
寿
祝

金
と
敬
老
祝
賀
会
の
あ
り
方
を
根
本

的
に
見
直
す
時
期
と
考
え
て
い
る
が
、

町
長
の
所
見
は
。

Ａ
　
片
山
町
長

長
寿
祝
金
は
、
ニ
セ
コ
町
に
一
年

以
上
住
ま
わ
れ
て
い
る
満
77
歳
以
上

の
方
に
、
昭
和
49
年
か
ら
敬
老
年
金

と
し
て
１
万
円
を
支
給
し
て
い
た
が
、

予
算
額
の
増
額
や
財
政
の
将
来
等
を

総
合
的
に
検
討
し
、
平
成
16
年
度
か

ら
現
行
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

実
は
平
成
13
年
に
も
敬
老
年
金
を
廃

止
す
る
条
例
を
提
案
し
た
が
、
高
齢

者
の
皆
様
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
を

奪
う
こ
と
に
な
る
、
ま
た
高
齢
者
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
や
高
齢
者
を
敬
う

こ
と
は
続
け
る
べ
き
だ
と
本
議
会
で

否
決
を
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

こ
う
し
た
い
き
さ
つ
を
経
て
、
現
在

の
取
り
組
み
は
議
員
の
皆
さ
ん
も
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
協
議
の
上
で

つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
。

年
に
一
度
、
２
０
０
名
ほ
ど
の
皆

様
が
一
堂
に
会
し
、
敬
老
を
お
祝
い

す
る
場
と
し
て
大
変
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
ご
高
齢
者
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
件
に
つ
い

て
は
斉
藤
議
員
か
ら
の
再
度
の
質
問
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な
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
一
致
し

た
意
見
か
ど
う
か
、
一
度
意
見
交
換

の
場
を
設
け
て
は
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
斉
藤
う
め
子
議
員

今
年
１
月
28
日
現
在
、
ニ
セ
コ
町

の
65
歳
以
上
の
人
口
１
３
１
４
人
で

高
齢
化
率
は
27
・
５
％
。
75
歳
以
上

６
９
８
人
で
14
・
６
％
。
高
齢
者
の

人
口
は
確
実
に
増
え
て
い
る
。

老
人
福
祉
法
の
目
的
・
基
本
的
理

念
に
は
、
高
齢
者
は
生
き
が
い
を
持

て
る
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保
障

さ
れ
、
社
会
的
活
動
へ
の
参
加
や
適

当
な
仕
事
に
従
事
す
る
機
会
を
与
え

ら
れ
る
も
の
と
す
る
と
あ
る
。
そ
れ

は
心
身
の
健
康
保
持
と
生
活
の
安
定

に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
２
０
１
２

年
に
は
子
ど
も
の
貧
困
率
が
道
内

19
・
７
％
、
47
都
道
府
県
で
五
番
目

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
子
ど
も
の

い
る
世
帯
の
五
世
帯
に
一
世
帯
の
割

合
で
貧
困
状
態
に
あ
る
。
近
未
来
を

考
え
た
時
、
私
は
子
ど
も
の
貧
困
放

置
に
よ
る
社
会
損
失
の
大
き
さ
を
考

慮
し
、
こ
う
し
た
経
費
を
子
ど
も
の

貧
困
を
支
援
す
る
経
費
に
回
す
こ
と

で
、
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
や
生
き

が
い
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

鷹
栖
町
と
い
う
町
で
は
、
長
生
き

感
謝
祭
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
丈
夫
で
長
生
き
し
て
き
た
こ
と
に

感
謝
し
て
、
元
気
な
高
齢
者
と
町
民

が
一
緒
に
な
っ
て
自
分
た
ち
で
長
寿

祝
賀
会
を
実
践
し
て
い
る
。
こ
れ
こ

そ
が
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
住

民
の
自
治
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

町
で
は
、
総
合
的
な
福
祉
政
策
と

い
う
こ
と
で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に

も
で
き
る
限
り
の
対
応
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
同
時
に
、
子
育
て
環
境
に

も
最
大
限
の
配
慮
を
し
つ
つ
町
政
運

営
を
し
て
い
る
。

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
含
め
、

議
員
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
さ
せ
て

も
ら
う
場
を
設
け
て
検
討
し
て
い
け

れ
ば
と
思
う
。

ま
た
、
鷹
栖
町
と
同
じ
く
、
本
町

で
も
各
地
区
、
地
域
に
よ
っ
て
独
自

で
長
寿
祝
い
の
敬
老
会
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
か

ら
は
町
が
主
体
と
な
っ
て
な
ん
で
も

や
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
的
に
動
い
て
い
く
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
こ
と
が
重
要

と
思
う
。
町
で
も
協
議
、
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
斉
藤
う
め
子
議
員

時
代
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
現
金
を
節
目
の
年
齢
の
方
に

支
給
す
る
の
は
、
時
代
お
く
れ
の
手

法
で
あ
り
、
金
額
も
多
け
れ
ば
い
い

も
の
で
は
な
く
、
本
当
に
必
要
で
喜

ば
れ
る
も
の
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
何
よ
り
も
高
齢
者
の
安
全
、

安
心
、
見
守
り
、
健
康
を
第
一
に
考

え
る
こ
と
が
こ
の
町
の
公
正
、
思
い

や
り
の
施
策
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
高
齢
者
が
生
き
が
い

を
持
っ
て
日
々
暮
ら
せ
る
こ
と
が
何

よ
り
も
健
康
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
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「
受
動
喫
煙
防
止
条
例
制
定
」

の
推
進
に
つ
い
て

条
例
制
定
に
は
現
状
で
は
ま
だ
時

間
を
有
す
る
が
、
引
き
続
き
防
止

運
動
を
進
め
な
が
ら
熟
度
を
高
め

て
い
き
た
い

Ｑ
　
斉
藤
う
め
子
議
員

北
海
道
で
は
２
０
１
４
年
の
が
ん

死
亡
者
数
は
約
１
万
９
千
人
で
、
そ

の
中
で
も
肺
が
ん
死
亡
率
は
４
千
人

を
超
え
、
全
国
一
位
に
な
っ
て
い
る
。

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
受

動
喫
煙
の
た
め
に
年
間
６
８
０
０
人

が
死
亡
し
て
い
る
。
受
動
喫
煙
防
止

条
例
は
世
界
的
な
流
れ
で
あ
り
、
環

境
モ
デ
ル
都
市
ニ
セ
コ
町
は
、
住
民

の
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
自
治
体
と

し
て
喫
煙
が
も
た
ら
す
健
康
被
害
か

ら
住
民
を
守
り
、
住
民
の
禁
煙
意
識

を
高
め
る
重
要
な
責
任
を
担
っ
て
い

る
。
ニ
セ
コ
町
の
受
動
喫
煙
防
止
条

例
制
定
は
緊
急
を
要
す
る
課
題
で
あ

る
と
思
う
が
、
町
長
の
見
解
は
。

Ａ
　
片
山
町
長

以
前
条
例
制
定
の
質
問
が
あ
っ
た

際
に
、
各
店
舗
な
ど
民
間
の
施
設
に

お
け
る
投
資
が
大
き
く
、
現
状
で
は

ま
だ
時
間
を
有
す
る
と
答
弁
し
た
。

北
海
道
は
お
い
し
い
空
気
の
施
設
推

進
事
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、
ニ
セ

コ
町
の
登
録
施
設
が
こ
れ
ま
で
の
24

件
か
ら
30
件
に
増
加
し
た
。
今
後
も

普
及
を
し
な
が
ら
、
そ
の
熟
度
を
上

げ
て
い
き
た
い
。

条
例
を
つ
く
る
以
上
相
当
民
間
の

皆
さ
ん
の
投
資
に
対
す
る
意
欲
あ
る

い
は
ご
理
解
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、

今
後
と
も
受
動
喫
煙
防
止
の
運
動
を

進
め
な
が
ら
、
熟
度
を
高
め
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　
斉
藤
う
め
子
議
員

第
５
次
ニ
セ
コ
町
総
合
計
画
は
環

境
創
造
都
市
ニ
セ
コ
で
受
動
喫
煙
と

も
非
常
に
関
係
し
て
く
る
問
題
で
必

然
的
な
条
例
だ
と
考
え
て
い
る
。

２
０
０
３
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
総
会
で

た
ば
こ
規
制
枠
組
条
約
が
採
択
さ
れ

た
。
そ
の
条
例
で
は
屋
内
の
職
場
、

公
共
交
通
機
関
、
屋
内
の
公
共
場
所

に
お
け
る
た
ば
こ
の
煙
か
ら
の
保
護

に
つ
い
て
各
国
で
措
置
を
講
ず
る
よ

う
に
求
め
ら
れ
、
日
本
は
２
０
０
４

年
に
こ
の
条
約
に
署
名
し
て
い
る
。

２
０
０
７
年
、
た
ば
こ
の
煙
か
ら
の

保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
条

約
締
結
国
に
よ
っ
て
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
れ
ば
分
煙
、
換
気
、
喫
煙
区
域
を

設
け
る
分
煙
は
不
完
全
で
あ
り
、
全

て
の
屋
内
の
職
場
、
屋
内
の
公
共
の

場
及
び
公
共
交
通
機
関
は
禁
煙
と
す

べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
、

こ
の
条
約
の
実
行
が
遅
れ
て
い
る
。

環
境
創
造
都
市
ニ
セ
コ
町
、
環
境

モ
デ
ル
都
市
ニ
セ
コ
町
と
し
て
受
動

喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
し
実
行
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
条
例
制
定
す
る
こ

と
に
よ
り
意
識
も
高
ま
る
と
思
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

本
町
は
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

も
と
、
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
意

見
を
重
視
し
、
そ
の
熟
度
を
高
め
て

き
た
。
行
政
が
条
例
を
つ
く
っ
て
規

制
を
す
る
の
は
、
本
町
の
手
法
と
し

て
い
か
が
な
も
の
か
と
私
自
身
は
思

っ
て
い
る
。
以
前
に
も
申
し
た
と
お

り
、
徐
々
に
熟
度
を
上
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
て
動

く
と
き
に
は
、
す
で
に
皆
さ
ん
の
意

識
に
あ
る
と
い
う
町
が
一
番
い
い
と

思
う
。

た
だ
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制

定
は
、
理
念
と
し
て
は
本
当
に
す
ば

ら
し
い
と
思
う
。
施
設
の
制
約
等
、

具
体
的
に
か
な
り
の
投
資
を
伴
う
と

い
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
相
当
の
熟
度

が
な
け
れ
ば
、
結
果
的
に
は
つ
く
っ

た
は
い
い
が
動
か
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
斉
藤
う
め
子
議
員

今
の
答
弁
は
前
回
と
余
り
進
展
は

感
じ
ら
れ
ず
、
失
望
し
て
い
る
。
ニ

セ
コ
町
に
は
町
の
憲
法
と
言
わ
れ
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
あ
る
。

し
か
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
日
本
が
締
結
し

た
こ
と
は
、
そ
の
上
に
な
る
条
約
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
日
本
は
、
法

令
を
遵
守
せ
ず
、
違
反
を
し
て
い
る

と
い
う
国
に
な
る
。
私
は
ニ
セ
コ
町

こ
そ
条
例
制
定
に
向
け
て
前
向
き
に

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

先
ほ
ど
も
申
し
た
と
お
り
、
受
動

喫
煙
の
防
止
、
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
な
こ
と

で
、
そ
れ
は
本
当
に
重
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
の

な
か
で
、
そ
の
熟
度
を
上
げ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
な
防
止
が
で

き
て
、
そ
れ
に
伴
い
適
合
す
る
制
度

設
計
が
で
き
れ
ば
こ
の
条
例
は
生
き

て
い
く
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後

と
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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海
外
の
観
光
客
増
加
に
伴
う

諸
問
題
に
つ
い
て

各
事
業
所
で
は
諸
問
題
に
真
摯
に

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
町

で
も
注
意
書
の
翻
訳
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る

Ｑ
　
木
下
裕
三
議
員

外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、

温
泉
施
設
な
ど
で
マ
ナ
ー
が
悪
い
外

国
人
客
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後
ニ

セ
コ
に
対
す
る
不
信
感
を
高
め
る
要

因
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
を
踏
ま
え

て
伺
う
。

①
マ
ナ
ー
の
悪
い
外
国
人
来
訪
者
の

増
加
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

②
お
客
様
や
各
事
業
者
の
ク
レ
ー
ム
、

現
場
の
意
見
を
集
約
し
て
エ
リ
ア
と

し
て
対
応
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

①
外
国
人
の
マ
ナ
ー
問
題
は
、
自
国

の
文
化
と
日
本
の
文
化
の
違
い
か
ら

起
き
て
い
る
こ
と
も
多
い
と
感
じ
て

い
る
。

②
現
在
各
事
業
所
に
お
い
て
真
摯
に

対
応
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
で
は
事
業
者
か
ら
相
談
を

受
け
、
注
意
書
き
の
翻
訳
な
ど
も
作

成
し
て
い
る
。
様
々
な
場
面
で
ト
ラ

ブ
ル
事
項
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、

地
域
全
体
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
向

上
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
地
域

事
業
者
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
お
も

て
な
し
の
心
を
大
切
に
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
木
下
裕
三
議
員

こ
こ
数
年
で
急
増
し
た
ア
ジ
ア
の

あ
る
国
の
温
泉
施
設
内
で
の
マ
ナ
ー

の
悪
さ
は
文
化
の
違
い
で
は
な
く
、

別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
状
況

下
で
日
本
人
リ
ピ
ー
タ
ー
の
満
足
度

が
下
が
っ
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。
各

施
設
は
独
自
に
努
力
を
し
て
い
る
が

限
界
も
あ
り
、
エ
リ
ア
と
し
て
ク
オ

リ
テ
ィ
の
維
持
へ
の
取
り
組
み
が
重

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ
　
前
原
商
工
観
光
課
長

観
光
事
業
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

が
来
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
発

生
す
る
課
題
も
さ
ま
ざ
ま
。
各
事
業

者
は
そ
れ
に
一
つ
一
つ
真
摯
に
対
応

し
て
い
る
と
思
う
。
町
と
し
て
も
そ

の
取
り
組
み
に
少
し
で
も
支
援
を
し
、

ク
オ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

翻
訳
の
支
援
や
国
際
交
流
員
の
視
点

か
ら
注
意
書
き
を
作
成
し
た
り
、
問

題
行
動
の
抑
制
の
提
案
を
し
て
い
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
、
新
聞
に
ド

イ
ツ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
日

本
人
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
﹁
日
本
人

お
断
り
﹂
の
店
が
広
が
っ
て
い
る
と

掲
載
さ
れ
衝
撃
を
受
け
た
。
国
際
交

流
の
中
で
マ
ナ
ー
問
題
は
必
ず
出
て

く
る
が
、
徐
々
に
お
互
い
の
ル
ー
ル

を
守
る
文
化
が
根
付
く
と
考
え
て
い

る
。ま

た
、
ニ
セ
コ
観
光
圏
の
事
業
で
、

地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報
通

信
技
術
︶
の
利
活
用
を
含
め
て
検
討

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
空
港
か
ら
の

バ
ス
の
中
で
、
温
泉
入
浴
マ
ナ
ー
等

の
情
報
を
出
せ
な
い
か
な
ど
、
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
を
議
論
し
て
い
る
。

Ｑ
　
木
下
裕
三
議
員

ニ
セ
コ
は
海
外
頼
み
の
エ
リ
ア
と

言
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
リ
ピ
ー
タ

ー
を
含
め
、
安
定
的
に
ニ
セ
コ
へ
来

て
く
れ
る
国
内
の
お
客
様
の
満
足
度

を
維
持
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
広
域

エ
リ
ア
と
し
て
戦
略
的
に
取
り
組
む

組
織
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
前
原
商
工
観
光
課
長

外
国
人
の
入
込
み
数
は
、
全
体
か

ら
み
る
と
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、

宿
泊
数
は
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
り
、
彼
ら
が
地
域
に
影
響
を
与
え

て
い
る
事
は
事
実
で
あ
る
。
一
方
で

各
事
業
者
も
、
外
国
人
だ
け
を
迎
え

入
れ
た
い
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
国

内
の
お
客
様
と
の
比
率
が
い
び
つ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
圏
に
お

い
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
︵
※
︶
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

Ａ
　
片
山
町
長

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
各
地
域
の
個
性
あ

る
文
化
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、
ニ

セ
コ
全
体
の
価
値
に
繋
が
る
と
思
う
。

ヒ
ラ
フ
地
区
と
ニ
セ
コ
町
側
で
は
、

発
想
も
リ
ゾ
ー
ト
に
対
す
る
考
え
方

も
違
う
し
、
町
の
姿
勢
も
違
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
り
、
連
携
す
る

と
こ
ろ
と
個
性
を
伸
ば
す
と
こ
ろ
を

区
分
け
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
観
光
圏
や
観
光
局
、
ニ
セ

コ
山
系
観
光
連
絡
協
議
会
な
ど
で
情

報
共
有
し
な
が
ら
、
全
体
の
質
を
高

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

※
﹁
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
﹂
海
外
や
国
内
に

ニ
セ
コ
を
ど
の
よ
う
に
売
っ
て
い

く
か
な
ど
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
観
光
を
取
り
仕
切
る
一
つ
の
組

織

ニセコ町議会だより第165号　平成28年6月1日発行9



ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
情
報

館
の
運
営
に
つ
い
て

委
託
事
業
者
任
せ
に
せ
ず
、
町
も

チ
ェ
ッ
ク
し
相
談
し
合
い
な
が
ら

機
能
向
上
に
努
め
る

Ｑ
　
篠
原
正
男
議
員

こ
れ
ま
で
以
上
に
親
し
み
や
す
い

ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
、
特
に
情
報

館
の
運
営
方
策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

①
施
設
の
運
営
方
針
と
運
営
方
法
。

②
情
報
館
の
役
割
と
し
て
の
物
販
の

あ
り
方
に
つ
い
て
。

③
観
光
案
内
機
能
の
向
上
に
つ
い
て
。

Ａ
　
片
山
町
長

①
平
成
９
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の

駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
年
間

70
万
人
が
訪
れ
る
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
と
来
訪
者
を
結
ぶ
重
要
な

交
流
拠
点
と
考
え
て
い
る
。

情
報
館
で
は
、
株
式
会
社
ニ
セ
コ

リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
が
町
か
ら
の
委

託
を
受
け
観
光
案
内
所
を
開
設
し
、

観
光
案
内
や
宿
泊
予
約
な
ど
の
対
応

を
行
う
ほ
か
、
特
産
品
の
販
売
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

②
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
か
ら
地
域

内
の
各
所
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
方

が
多
い
。
観
光
案
内
所
で
は
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
飲
食
店
な
ど
を
案
内
し
、

地
域
内
で
の
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と

に
努
め
て
い
る
。
特
産
品
に
つ
い
て

も
、
施
設
内
で
直
接
商
品
を
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
皆
さ
ん
に
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
製
造

事
業
者
の
販
売
の
一
助
に
も
な
っ
て

い
る
。

③
今
年
度
ト
イ
レ
棟
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
を
整
備
し
、
観
光
案
内
所

の
営
業
時
間
外
で
も
情
報
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
配
慮
し
た
い
。
ま
た
、
新

年
度
に
は
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら

な
る
機
能
の
向
上
に
努
め
る
。

Ｑ
　
篠
原
正
男
議
員

観
光
案
内
業
務
や
特
産
品
等
へ
の

詳
細
な
知
識
に
対
応
す
る
職
員
研
修

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

情
報
館
の
役
割
は
、
来
訪
者
を
町

内
へ
誘
客
す
る
こ
と
に
あ
る
。
単
な

る
販
売
で
は
な
く
製
造
に
関
す
る
情

報
も
同
時
に
提
供
し
、
町
内
へ
導
く

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

情
報
力
の
ア
ッ
プ
は
シ
ナ
リ
オ
や

ス
ト
ー
リ
ー
が
必
要
。
通
路
か
ら
情

報
棟
の
物
販
施
設
へ
向
か
う
間
に

様
々
な
情
報
が
掲
示
・
提
供
さ
れ
て

い
る
が
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
特
産
品

等
と
情
報
が
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
よ

う
な
仕
組
み
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
前
原
商
工
観
光
課
長

町
で
は
特
別
な
研
修
は
し
て
い
な

い
。
観
光
協
会
が
こ
れ
ら
の
知
識
を

十
分
に
得
る
ス
キ
ル
を
も
っ
て
お
り
、

各
事
業
者
と
も
最
良
な
関
係
を
持
て

る
と
い
う
判
断
の
も
と
、
観
光
案
内

業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

販
売
時
に
商
品
情
報
の
提
供
も
と

い
う
こ
と
だ
が
、
売
り
場
で
も
可
能

な
限
り
配
慮
し
て
い
る
。
製
造
元
を

訪
れ
て
み
た
い
と
い
う
お
客
様
に
は

積
極
的
に
案
内
し
て
い
る
。
小
規
模

な
製
造
事
業
者
の
中
に
は
、
客
が
来

る
こ
と
に
よ
り
製
造
が
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

要
望
に
応
じ
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

情
報
の
掲
示
に
つ
い
て
は
た
く
さ

ん
の
依
頼
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度

区
分
け
は
し
て
い
る
が
、
確
か
に
き

れ
い
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
早
急
に
手
直
し
等
を
含
め
考

え
る
。

Ｑ
　
篠
原
正
男
議
員

研
修
に
つ
い
て
は
性
善
説
に
立
っ

た
物
の
考
え
方
だ
。
町
の
委
託
の
判

断
基
準
を
﹁
も
っ
て
い
る
は
ず
﹂
と

し
て
委
託
す
る
こ
と
は
、
い
か
が
な

も
の
か
。
説
明
で
き
る
状
態
を
充
分

に
確
認
し
た
後
、
委
託
契
約
を
行
う

と
い
っ
た
大
前
提
が
あ
る
。
今
後
と

も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

物
販
売
に
つ
い
て
は
、
委
託
販
売

と
買
い
取
り
販
売
の
方
式
を
と
っ
て

い
る
が
、
統
一
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
る
。
こ
れ
は
統
一
で
き
な
い
の
か
。

情
報
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
も
ビ

ュ
ー
プ
ラ
ザ
の
情
報
館
と
し
て
の
役

割
が
あ
る
。
本
当
に
必
要
な
情
報
を

来
館
者
に
提
供
す
る
役
割
が
大
事
で

あ
り
、
再
度
伺
う
。
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Ａ
　
片
山
町
長

篠
原
議
員
の
ご
指
摘
は
、
全
般
的

に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
お
客
様

に
対
す
る
案
内
の
質
を
一
度
チ
ェ
ッ

ク
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
研
修
等
を
行

う
よ
う
、
観
光
協
会
と
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
。

Ａ
　
前
原
商
工
観
光
課
長

物
販
売
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会

が
地
域
内
の
皆
様
の
商
品
を
取
り
扱

う
際
に
い
ろ
い
ろ
意
見
を
聞
い
た
な

か
で
２
つ
の
形
に
決
め
た
。
買
い
取

り
販
売
は
観
光
協
会
で
商
品
ロ
ス
等

の
リ
ス
ク
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
利
幅
を
多

く
し
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
し
、

事
業
者
の
売
り
上
げ
も
下
が
っ
て
し

ま
う
。
一
方
委
託
販
売
は
、
利
幅
を

少
な
め
に
設
定
し
て
い
る
。
商
品
の

性
質
等
も
含
め
、
事
業
者
と
協
議
を

し
な
が
ら
決
め
て
い
る
の
で
、
混
乱

を
誘
わ
な
い
た
め
に
も
従
来
通
り
二

つ
の
方
法
が
必
要
だ
と
思
う
。

情
報
の
掲
示
に
つ
い
て
は
必
要
最

小
限
の
取
捨
選
択
は
し
て
い
る
。
た

だ
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
現
在

情
報
が
散
乱
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、

早
急
に
対
応
す
る
。

札
幌
五
輪
招
致
ア
ル
ペ
ン
会

場
の
調
査
に
つ
い
て

現
段
階
で
具
体
的
な
コ
ー
ス
レ
イ

ア
ウ
ト
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

安
全
、
安
心
対
策
に
万
全
を
期
し

て
い
き
た
い

Ｑ
　
篠
原
正
男
議
員

２
０
２
６
年
の
冬
季
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
目
指
す
札
幌
市

が
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
会
場
候

補
地
と
し
て
ニ
セ
コ
地
域
︵
ニ
セ
コ

町
と
倶
知
安
町
︶
は
全
て
に
お
い
て

適
し
て
お
り
、
調
整
し
て
い
く
と
い

う
報
道
が
な
さ
れ
た
。

招
致
会
場
を
前
提
と
し
て
、
コ
ー

ス
造
成
や
立
ち
木
等
の
伐
採
な
ど
に

よ
る
川
北
地
区
へ
供
給
し
て
い
る
水

道
水
へ
の
影
響
や
そ
の
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

現
段
階
で
具
体
的
な
コ
ー
ス
レ
イ

ア
ウ
ト
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
水
道

水
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
は
、
コ
ー

ス
の
選
定
が
な
さ
れ
て
い
く
過
程
に

お
い
て
、
札
幌
市
な
ど
関
係
機
関
と

協
議
を
し
な
が
ら
、
安
全
、
安
心
対

策
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
篠
原
正
男
議
員

新
聞
記
事
の
ニ
セ
コ
町
関
係
分
に
、

ニ
セ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
の
湯
の
沢
周
辺
プ

ラ
ン
１
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
招
致
に
向
け
た
調
査
で
あ
り
、
水

道
水
へ
の
影
響
は
未
知
な
も
の
が
あ

る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、

今
後
の
対
応
や
、
立
木
の
伐
採
は
行

わ
な
い
な
ど
の
姿
勢
を
伺
う
。

Ａ
　
石
山
上
下
水
道
課
長

川
北
地
区
で
の
水
道
水
源
は
、
ニ

セ
コ
地
区
と
曽
我
第
一
地
区
、
曽
我

第
二
地
区
と
三
つ
の
水
源
が
あ
る
。

候
補
地
の
一
つ
と
し
て
ニ
セ
コ
ビ
レ

ッ
ジ
ス
キ
ー
場
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、

そ
の
水
道
水
源
と
し
て
は
曽
我
第
一

地
区
が
該
当
す
る(

旧
ゴ
ン
ド
ラ
乗
り

場
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
山
側
に

水
源
、
駐
車
場
の
横
に
配
水
池)

。
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
滑
降
コ
ー
ス
等
を
新

た
に
造
成
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
位

置
関
係
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
水
道
水
源
に
も
影

響
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
水
道
水
源
は
旧
東

山
ス
キ
ー
場
が
整
備
さ
れ
る
前
か
ら

の
水
源
で
、
当
時
水
源
よ
り
山
側(

現

在
ス
キ
ー
場)

の
広
範
囲
に
わ
た
り
立

ち
木
等
の
伐
採
を
行
っ
た
。
そ
の
後

の
川
北
地
区
の
地
下
水
へ
の
影
響
は

私
ど
も
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
曽
我

第
一
地
区
の
水
道
水
源
に
は
影
響
が

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

仮
に
決
定
し
た
場
合
は
、
湯
の
沢

周
辺
の
立
木
等
も
含
め
、
関
係
機
関

に
は
水
道
水
源
に
つ
い
て
の
重
要
性

を
し
っ
か
り
説
明
し
、
コ
ー
ス
の
設

定
の
検
討
な
ど
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
篠
原
正
男
議
員

羊
蹄
山
を
水
源
に
持
つ
水
道
水
は
、

約
15
年
を
経
て
私
た
ち
の
口
に
入
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ

プ
リ
の
水
源
も
同
じ
年
数
を
経
て
使

用
さ
れ
る
。
相
当
な
年
数
を
経
て
私

た
ち
の
口
に
届
く
こ
と
か
ら
、
今
後

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を
常
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指

摘
し
終
了
す
る
。
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環
境
モ
デ
ル
都
市
に
つ
い
て

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
Ｃ

Ｏ
２
削
減
等
様
々
な
取
組
み
を
進

め
て
い
る

Ｑ
　
竹
内
正
貴
議
員

ニ
セ
コ
町
が
国
よ
り
環
境
モ
デ
ル

都
市
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
２
年
が
経

っ
た
。
町
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
選
定
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
何
が
変
わ
り
、
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
町

民
に
と
っ
て
わ
か
り
に
く
い
よ
う
に

思
う
。
そ
こ
で
、
２
年
間
の
取
り
組

み
の
成
果
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

や
目
標
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

一
年
目
の
平
成
26
年
度
は
環
境
モ

デ
ル
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

成
。
⑴
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
多
い
観
光

分
野
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
⑵
草
の
根

分
野
と
し
て
一
般
家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
、
⑶
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
分
野

の
三
本
を
計
画
推
進
の
柱
と
位
置
づ

け
た
。

二
年
目
の
平
成
27
年
度
に
は
、
観

光
分
野
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
具
体
化

す
る
た
め
に
、
環
境
省
の
環
境
事
業

を
活
用
し
た
ホ
テ
ル
・
温
泉
施
設
等

の
Ｆ
Ｓ
調
査
︵
実
行
可
能
性
調
査
︶

を
実
施
し
た
。
北
海
道
環
境
協
会
と

連
携
し
た
家
庭
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
っ
た
。

本
年
度
以
降
は
、
こ
の
調
査
を
も

と
に
民
間
施
設
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
や

温
泉
排
熱
な
ど
を
活
用
す
る
設
備
の

導
入
を
促
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
進
め

る
。
ま
た
、
尻
別
川
王
子
水
力
発
電

所
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
と
す
る
新
電

力
会
社
と
の
電
力
契
約
を
役
場
庁
舎

な
ど
の
公
共
施
設
を
先
行
し
て
進
め

る
ほ
か
、
町
内
の
一
般
家
庭
で
も
契

約
が
で
き
る
よ
う
、
町
民
講
座
等
を

活
用
し
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
環
境
審
議
会
委
員
を
中
心

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
域
内
循
環
に
向

け
た
電
力
供
給
会
社
等
の
設
置
に
つ

い
て
の
検
討
も
考
え
て
い
る
。

取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
昨
年
３
月
に
全

戸
配
布
し
て
い
る
が
、
町
民
に
は
ま

だ
ま
だ
わ
か
り
づ
ら
い
点
も
多
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
年
度
は
﹁
環

境
白
書
﹂
を
発
行
し
、
町
民
の
理
解

を
深
め
つ
つ
、
環
境
へ
の
取
り
組
み

の
重
要
性
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
竹
内
正
貴
議
員

私
が
心
配
し
て
い
る
の
は
一
般
家

庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
い
て
。
目

標
を
達
成
す
る
に
は
日
々
の
細
か
い

削
減
の
積
み
重
ね
と
意
識
が
重
要
だ
。

し
か
し
昨
今
、
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
よ
っ
て
排
出
量
が
異
な
っ
て

き
て
い
る
。
熱
源
も
電
気
・
灯
油
・

ガ
ス
・
薪
と
さ
ま
ざ
ま
だ
。
ど
の
よ

う
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
目
標
を
達

成
し
て
い
く
の
か
。

そ
れ
か
ら
目
的
税
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
在
ご
み
や
浄
化
槽
の
収

集
量
が
か
な
り
増
え
て
い
る
。
観
光

客
の
増
加
と
と
も
に
増
加
す
る
も
の

に
対
し
て
、
目
的
税
の
設
定
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
町

長
の
所
見
は
。

最
後
に
、
他
の
市
町
村
よ
り
も
優

先
的
に
国
の
補
助
金
が
取
り
扱
え
る

よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
何
か
。

Ａ
　
山
本
企
画
環
境
課
長

家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組

み
は
、
削
減
効
果
そ
の
も
の
よ
り
も

町
全
体
で
取
り
組
む
と
い
う
意
志
の

形
成
が
重
要
と
考
え
る
。
昨
年
実
施

し
た
調
査
の
中
で
も
、
電
気
と
ガ
ス
、

電
気
と
灯
油
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
で

ど
の
よ
う
に
Ｃ
Ｏ
２
が
出
て
い
る
の

か
、
あ
る
程
度
の
調
査
は
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
具
体
的
な
展

開
は
、
今
後
の
検
討
と
な
る
。
効
果

が
見
え
、
や
る
気
が
出
る
よ
う
な
家

庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み
を

考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
他
の
市
町
村
よ
り
優
先
的

に
確
約
さ
れ
た
補
助
金
と
い
う
の
は

な
い
が
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
な
る

こ
と
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供

が
あ
る
。
例
え
ば
全
国
で
先
進
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
地
域
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
結
ぶ
機
会
が
増
え
、
そ

こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
や
支

援
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
も
先
取
り

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
　
横
山
町
民
生
活
課
長

ご
み
に
つ
い
て
は
、
事
業
系
の
産

業
廃
棄
物
は
町
が
責
任
を
持
つ
こ
と

は
な
い
が
、
一
般
ご
み
に
つ
い
て
は

最
終
的
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
本
町
で
は
ホ
テ
ル
等

に
も
町
民
と
同
じ
よ
う
に
ご
み
の
分

別
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
浄
化

槽
の
し
尿
量
は
本
町
で
も
多
く
な
っ

て
い
る
。

目
的
税
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
ま

だ
町
民
生
活
課
で
は
検
討
し
て
い
な

い
が
、
今
後
の
一
般
ご
み
増
加
を
見

込
ん
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
環
境
衛
生
組

合
の
ほ
う
で
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。
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Ａ
　
金
井
自
治
創
生
室
長

地
方
創
生
の
観
点
で
は
、
地
方
創

生
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う
制
度
が

あ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
地
方
版
総

合
戦
略
の
策
定
を
含
め
地
域
の
取
り

組
み
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
国
が
相

談
窓
口
を
設
け
て
積
極
的
に
支
援
す

る
。
ニ
セ
コ
町
の
地
方
創
生
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
は
、
環
境
省
総
合
環
境
政

策
局
環
境
計
画
課
の
大
村
課
長
。
環

境
モ
デ
ル
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
具
体
化
に
あ
た
り
、
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
国
の
補
助
金
が
優
先
的
に
受

け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、

制
度
を
よ
り
積
極
的
に
生
か
す
こ
と

が
と
て
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

本
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
92
％
を

超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
ご
み
の

量
も
累
増
、
一
人
あ
た
り
の
ご
み
排

出
量
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
単
純
に

計
算
す
る
と
一
日
９
０
０
グ
ラ
ム
を

超
え
て
い
る
が
、
観
光
客
数
と
宿
泊

日
数
で
割
り
返
す
と
実
際
は
６
０
０

グ
ラ
ム
程
度
。
こ
れ
は
全
国
か
ら
見

て
も
相
当
低
い
値
で
、
皆
さ
ん
の
日

頃
の
分
別
の
成
果
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

観
光
先
進
地
で
は
事
業
系
は
全
て

産
業
廃
棄
物
と
し
て
、
直
接
事
業
者

と
契
約
を
し
、
自
治
体
は
一
切
ノ
ー

タ
ッ
チ
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
問

題
も
発
生
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ニ
セ

コ
町
な
ら
で
は
の
環
境
地
域
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
客
の
増
加
は
ご
み
以

外
の
行
政
コ
ス
ト
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

負
担
が
か
か
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
に

充
当
す
る
た
め
、
具
体
的
な
目
的
税

を
倶
知
安
町
と
共
同
で
検
討
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

Ｑ
　
竹
内
正
貴
議
員

現
在
、
浄
化
槽
か
ら
収
集
し
て
い

る
全
体
量
の
70
％
は
事
業
系
の
収
集

量
と
私
は
把
握
し
て
い
る
が
、
町
に

か
か
っ
て
く
る
負
担
が
大
き
い
の
で
、

十
分
協
議
す
べ
き
だ
。

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
ニ

セ
コ
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
等
で
は
薪
を
利

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
結
構
あ
る
よ

う
な
の
で
、
そ
の
部
分
を
細
か
く
調

査
し
、
実
効
性
の
あ
る
形
で
持
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
含

め
、
モ
デ
ル
都
市
と
い
う
概
念
は
事

業
系
の
中
に
お
い
て
も
か
な
り
広
い

と
思
う
の
で
、
注
意
し
て
国
と
の
関

係
を
持
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
以
上

３
点
に
つ
い
て
町
長
の
所
見
は
。

Ａ
　
片
山
町
長

ニ
セ
コ
町
の
し
尿
負
担
金
は
、
倶

知
安
町
を
追
い
抜
く
勢
い
で
増
え
て

い
る
。
環
境
衛
生
組
合
に
お
け
る
し

尿
収
集
料
金
は
ず
っ
と
据
え
置
き
で
、

町
か
ら
の
持
ち
出
し
が
累
増
し
て
い

る
状
況
な
の
で
、
値
上
げ
に
向
け
た

見
直
し
に
つ
い
て
要
請
を
し
つ
つ
、

全
体
の
負
担
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

き
た
い
。

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
環

境
モ
デ
ル
都
市
の
指
定
と
同
時
に
つ

く
っ
た
﹁
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
︵
ニ
セ
コ
町
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
抑
制
計
画
︶﹂
に
よ
り
、
環
境
省

の
１
０
０
％
補
助
金
を
得
て
、
温
泉

熱
を
利
用
し
た
ら
削
減
で
き
る
か
と

か
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
た
ら
ど
う
な
る
か

な
ど
、
大
型
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
具

体
的
な
調
査
も
す
で
に
終
わ
っ
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
国
の
補
助
や
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
関
係
、
各

事
業
所
等
に
つ
い
て
こ
れ
ら
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入
な
ど
、

環
境
省
や
経
済
産
業
省
で
新
た
な
政

策
提
案
も
行
い
で
き
る
だ
け
支
援
を

受
け
て
、
環
境
レ
ベ
ル
が
少
し
で
も

上
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
　
山
本
企
画
環
境
課
長

小
規
模
事
業
者
等
に
Ｃ
Ｏ
２
の
削

減
に
つ
い
て
、
き
め
細
か
な
調
査
を

す
る
よ
う
対
応
し
た
い
。
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

（
学
力
テ
ス
ト
）
に
つ
い
て

各
学
校
で
採
点
・
集
計
し
、
早
期

に
結
果
を
校
内
教
職
員
で
共
有
、

指
導
の
工
夫
改
善
に
反
映
さ
せ
、

個
別
の
学
習
相
談
等
に
も
生
か
し

て
い
る

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

ニ
セ
コ
町
は
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

こ
の
中
の
、
い
わ
ゆ
る
３
教
科
の
学

力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、
問
題
を
提
起

す
る
目
的
で
質
問
す
る
。

①
こ
の
教
科
テ
ス
ト
の
目
的
は
何
か

②
こ
の
教
科
テ
ス
ト
に
対
す
る
ニ
セ

コ
町
の
対
応
の
仕
方

③
結
果
を
公
表
す
る
理
由
と
公
表
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は

Ａ
　
菊
地
教
育
長

①
本
町
の
対
象
児
童
生
徒
の
学
力
の

把
握
と
学
校
で
の
学
習
指
導
の
改

善
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

②
本
来
、
結
果
の
返
却
に
は
約
４
カ

月
要
す
が
、
本
町
で
は
テ
ス
ト
実

施
直
後
、
各
学
校
で
独
自
に
採
点
、

集
計
を
行
い
、
結
果
を
指
導
に
反

映
さ
せ
、
保
護
者
に
も
還
元
す
る
。

結
果
返
却
後
は
学
校
間
で
の
情
報

交
流
、
教
育
委
員
会
も
全
町
で
の

結
果
の
把
握
分
析
を
行
う
。

③
結
果
公
表
の
理
由
と
メ
リ
ッ
ト
は

児
童
生
徒
や
保
護
者
、
町
民
に
内

容
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
本
町
の

教
育
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
に

あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
公
表
に
際

し
懸
念
さ
れ
る
、
序
列
化
や
過
度

な
競
争
が
生
じ
る
こ
と
。

Ａ
　
片
山
町
長

町
と
し
て
も
教
育
委
員
会
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

学
力
テ
ス
ト
に
次
の
問
題
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
教
育
委
員
会
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

①
教
科
テ
ス
ト
の
目
的
は
調
査
で
あ

り
、
結
果
を
学
校
の
内
部
で
共
有

し
、
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
で
目
的

は
達
成
さ
れ
、
公
表
す
る
意
味
が

な
い
。

②
結
果
の
公
表
に
よ
り
、
学
力
テ
ス

ト
３
教
科
も
重
要
だ
が
、
学
力
テ

ス
ト
に
関
与
し
な
い
、
感
性
を
育

て
る
教
科
も
大
事
だ
と
い
う
公
平

な
観
点
、
教
育
全
体
を
見
る
と
い

う
視
点
が
失
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

③
担
任
の
先
生
が
良
い
ク
ラ
ス
づ
く

り
に
努
力
し
、
ク
ラ
ス
を
ま
と
め

あ
げ
て
も
、
学
力
テ
ス
ト
の
点
数

が
低
け
れ
ば
低
い
評
価
を
受
け
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

あ
く
ま
で
本
町
の
児
童
生
徒
の
課

題
改
善
を
目
的
と
し
、
担
任
の
先
生

や
子
ど
も
た
ち
が
評
価
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
成
果
や
課
題
の
学
校

内
で
の
共
有
、
学
校
と
教
育
委
員
会

の
共
通
の
認
識
が
大
事
と
思
う
。

公
表
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
特
性
を
引

き
出
し
、
伸
ば
す
教
育
の
た
め
に
、

地
域
の
力
を
借
り
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
そ
の
際
、
子
ど
も
た
ち
の
学

力
を
、
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
で
知
ら

せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

私
は
学
力
テ
ス
ト
そ
の
も
の
が
必

要
あ
る
か
疑
問
だ
と
思
う
。
公
表
す

る
こ
と
で
懸
念
が
出
て
く
る
の
だ
か

ら
、
公
表
を
止
め
た
ほ
う
が
い
い
し
、

文
科
省
の
実
施
目
的
か
ら
考
え
て
も
、

公
表
す
べ
き
で
は
な
い
。
文
科
省
の

公
表
に
あ
た
っ
て
の
条
件
に
、﹁
詳
し

い
分
析
を
行
い
、
学
力
向
上
に
向
け

た
対
策
を
示
す
﹂
と
あ
る
が
ニ
セ
コ

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
分
析
は
詳

し
い
分
析
と
は
言
え
な
い
。
ま
た

﹁
公
表
前
に
学
校
側
と
十
分
協
議
す

る
﹂
と
の
条
件
が
あ
る
が
、
公
表
に

当
た
り
学
校
側
と
十
分
協
議
し
て
い

る
か
。

Ａ
　
加
藤
学
校
教
育
課
長

公
表
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員

会
が
定
め
る
実
施
方
針
に
基
づ
き
行

っ
て
い
る
。
現
在
の
公
表
の
方
法
は
、

例
年
12
月
議
会
の
教
育
行
政
報
告
と

11
月
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
が

あ
る
。
公
表
内
容
は
議
会
で
の
報
告

で
は
全
国
、
全
道
と
比
較
し
た
本
町

の
学
力
の
平
均
傾
向
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
道
教
委
が
集
約
し
た
北
海
道

版
結
果
報
告
書
で
あ
る
。
公
表
の
趣

旨
・
目
的
に
か
な
う
よ
う
配
慮
し
、

公
表
内
容
を
検
討
し
た
う
え
で
学
力

向
上
策
も
掲
載
し
て
い
る
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

学
力
テ
ス
ト
実
施
後
、
学
校
で
独

自
の
採
点
を
し
、
翌
月
に
は
校
長
会

議
等
で
情
報
交
換
を
す
る
。
公
表
に

あ
た
っ
て
は
、
校
長
会
議
等
で
各
校

長
と
意
見
交
換
を
し
、
賛
同
を
受
け

た
。
そ
し
て
、
教
育
委
員
会
議
で
合

議
を
し
た
上
で
、
公
表
に
至
っ
た
い

き
さ
つ
が
あ
る
。
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ニ
セ
コ
町
に
お
け
る
除
雪
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て

様
々
な
指
摘
事
項
が
あ
る
が
、
事

業
者
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら

粘
り
強
く
改
善
の
方
法
を
図
っ
て

い
き
た
い

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

除
雪
に
関
し
て
質
問
す
る
。

①
町
道
の
除
排
雪
体
制

②
町
民
か
ら
除
雪
に
関
し
、
ど
の
よ

う
な
苦
情
・
要
望
が
あ
り
、
そ
の

原
因
は
何
か
。

③
業
者
に
対
す
る
町
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

①
町
道
の
除
排
雪
体
制
は
、
地
元
４

社
で
組
織
す
る
ニ
セ
コ
パ
ブ
リ
ッ

ク
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合(

以
下

ニ
セ
コ
メ
ン
テ
と
略)

に
発
注
し
作

業
を
委
託
し
て
い
る
。

②
苦
情
・
要
望
等
は
除
雪
作
業
の
仕

方
に
対
す
る
も
の
が
大
半
で
、
昨

年
は
29
件
、
今
年
度
は
18
件
。
原

因
は
作
業
者
や
毎
日
の
雪
の
降
り

方
の
状
況
に
よ
り
異
な
る
。

③
除
雪
作
業
の
発
注
前
に
ニ
セ
コ
メ

ン
テ
４
事
業
者
に
対
し
、
苦
情
・

要
望
等
を
説
明
、
指
導
し
、
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
要

望
等
の
内
容
に
よ
り
、
直
接
ニ
セ

コ
メ
ン
テ
、
あ
る
い
は
該
当
す
る

事
業
者
に
連
絡
し
、
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

次
の
問
題
を
提
起
す
る
。

①
町
道
の
除
雪
後
、
家
の
前
に
雪
の

塊
が
置
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。
住

民
の
処
理
が
基
本
だ
と
し
て
も
、

様
々
な
問
題
が
あ
る
。
町
道
の
雪

を
民
家
の
前
に
残
す
こ
と
の
問
題
、

重
す
ぎ
る
雪
、
か
た
い
雪
を
処
理

す
る
こ
と
の
負
担
、
ま
た
高
齢
、

障
害
が
あ
る
方
の
場
合
の
対
応
。

業
者
に
処
理
を
頼
め
ば
、
手
間
や

金
額
は
委
託
条
件
に
係
わ
る
。
家

の
前
に
雪
が
置
か
れ
る
こ
の
問
題

の
町
の
見
解
は
。

②
地
域
に
よ
る
除
雪
の
質
の
違
い
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
行
政
は
こ
れ

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た

か
。
ニ
セ
コ
メ
ン
テ
自
体
が
改
善

を
図
っ
て
き
た
か
を
町
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

③
町
外
業
者
の
参
入
で
除
雪
問
題
の

解
決
を
求
め
る
意
見
が
あ
る
。
私

は
、
町
内
業
者
を
守
る
こ
と
は
必

要
だ
と
思
う
。
町
外
で
は
な
く
町

内
の
他
業
者
の
参
入
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
で
改
善
に
つ
な
が
ら
な

い
か
。

Ａ
　
黒
瀧
建
設
課
長

町
が
委
託
発
注
す
る
除
雪
対
象
は
、

基
本
的
に
は
町
道
と
町
に
か
か
わ
る

施
設
。

①
道
路
以
外
の
雪
の
処
理
に
は
金
額

の
問
題
や
除
雪
に
時
間
が
か
か
る

な
ど
、
交
通
へ
の
支
障
と
も
な
る
。

で
き
る
限
り
地
域
の
方
々
が
、
高

齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど

の
負
担
を
補
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
る
。

②
昨
年
、
地
域
に
よ
る
除
雪
の
差
に

つ
い
て
４
事
業
者
を
指
導
し
た
。

今
後
も
改
善
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
ニ
セ
コ
メ
ン
テ
の
中
で
情
報
共

有
、
指
摘
事
項
の
改
善
の
話
し
合

い
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

③
事
業
者
は
ニ
セ
コ
の
建
設
業
協
会

に
加
入
し
、
そ
こ
か
ら
ニ
セ
コ
メ

ン
テ
に
参
入
の
申
し
込
み
を
す
る
。

町
は
こ
の
ニ
セ
コ
メ
ン
テ
に
委
託

す
る
の
で
、
町
の
方
で
事
業
者
の

参
加
を
決
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

除
雪
の
問
題
が
な
か
な
か
改
善
さ

れ
な
い
の
は
、
関
係
者
全
体
で
情
報

共
有
を
図
る
体
制
が
な
い
こ
と
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
住
民
、

業
者
、
行
政
の
３
者
に
よ
る
検
討
会

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。
こ
の
３

者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
言
い
分
も

あ
り
、
様
々
な
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
一
緒
に
話
し
合
い
、
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
い
う
場
を
つ
く
る
提

案
を
し
た
い
。
町
の
見
解
は
。

Ａ
　
黒
瀧
建
設
課
長

今
後
検
討
し
て
い
く
が
、
ま
ず
、

ニ
セ
コ
メ
ン
テ
と
の
話
し
合
い
を
継

続
し
て
や
っ
て
い
く
。
除
雪
の
内
容

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
必
要
か
ら
、

協
議
会
、
町
民
講
座
な
ど
の
場
で
周

知
を
図
り
た
い
。

Ａ
　
片
山
町
長

参
考
に
な
る
提
案
だ
。
町
道
、
国

道
、
道
道
の
自
宅
の
入
り
口
を
そ
れ

ぞ
れ
の
責
任
で
除
雪
す
る
の
は
雪
国

の
基
本
だ
と
思
う
。
そ
の
上
で
、
高

齢
者
や
障
害
あ
る
方
な
ど
出
来
な
い

場
合
は
、
福
祉
面
か
ら
の
手
だ
て
か

と
思
う
。
住
民
、
行
政
、
業
者
の
話

し
合
い
の
場
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
自
治
会
に
お
い
て
そ
う
い

う
場
を
自
ら
設
定
し
て
い
く
の
は
、

ま
さ
に
住
民
自
治
の
目
指
す
と
こ
ろ

な
の
で
、
町
も
自
治
会
と
協
力
し
な

が
ら
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ニセコ町議会だより第165号　平成28年6月1日発行15



給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
体
制

の
確
保
に
つ
い
て

調
理
員
が
今
後
と
も
意
欲
を
持
っ

て
責
任
あ
る
給
食
業
務
を
遂
行
で

き
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
て
い
く

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

ニ
セ
コ
町
給
食
セ
ン
タ
ー
の

①
調
理
員
体
制

②
給
食
に
対
す
る
ニ
セ
コ
町
の
評
価

③
現
在
の
直
営
方
式
を
維
持
す
る
た

め
ニ
セ
コ
町
は
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か

Ａ
　
菊
地
教
育
長

①
７
名
が
基
本
の
常
勤
調
理
員
だ
が
、

現
在
の
６
名
と
常
勤
の
代
替
及
び

献
立
に
よ
る
増
員
に
対
応
す
る
非

常
勤
調
理
員
４
名
で
約
５
０
０
食

の
給
食
調
理
を
行
っ
て
い
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

②
本
町
の
給
食
は
、
地
元
食
材
や
地

元
加
工
品
な
ど
を
取
り
入
れ
た
地

産
地
消
で
安
心
・
安
全
で
あ
り
、

内
容
豊
富
で
お
い
し
く
、
大
変
評

価
を
し
て
い
る
。

③
現
在
の
直
営
に
よ
る
給
食
を
可
能

な
範
囲
で
今
後
も
維
持
す
る
た
め
、

調
理
員
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
、
施
設
の
維
持
管
理
も
含
め
、

運
営
を
担
う
教
育
委
員
会
を
引
き

続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

ニ
セ
コ
町
の
給
食
の
遺
伝
子
組
換

え
食
品
を
使
わ
な
い
、
１
都
16
県
を

な
る
べ
く
避
け
る
と
い
う
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。
ニ
セ
コ
町
の
給
食
は
、

給
食
関
係
者
の
努
力
と
子
育
て
世
代

の
お
母
さ
ん
た
ち
の
要
望
を
町
が
取

り
上
げ
て
き
た
実
績
で
あ
り
、
こ
の

安
全
・
安
心
な
給
食
を
維
持
す
る
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

現
状
の
調
理
員
の
体
制
で
、
本
来

非
常
勤
の
方
が
常
勤
の
よ
う
な
形
で

働
き
、
同
じ
仕
事
を
し
な
が
ら
給
料

が
違
う
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
い
な

い
か
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
何
ら
か

の
工
夫
が
で
き
な
い
か
。
給
食
の
調

理
作
業
は
限
ら
れ
た
時
間
内
に
神
経

を
使
い
、
大
量
調
理
す
る
一
つ
の
技

術
で
あ
り
、
経
験
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
量
調
理
技
術
の
継
承

を
維
持
、
確
保
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
高
田
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
長

本
町
の
安
全
・
安
心
な
給
食
は
、

ベ
テ
ラ
ン
調
理
員
等
の
長
年
の
伝
承

に
よ
る
。
最
近
は
定
年
等
で
熟
練
調

理
員
が
減
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
常

勤
調
理
員
も
頑
張
っ
て
働
い
て
い
る
。

調
理
員
が
今
後
と
も
意
欲
を
持
っ
て

責
任
あ
る
給
食
業
務
を
遂
行
で
き
る

よ
う
、
調
理
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
な
役
割
と
考
え
る
。

28
年
度
予
算
に
お
い
て
、
現
在
一

名
の
嘱
託
調
理
員
の
後
継
づ
く
り
と

し
て
、
任
用
替
え
に
よ
っ
て
月
額
職

員
へ
の
移
行
を
組
み
込
ん
で
い
る
。

熟
練
調
理
員
の
技
術
を
伝
承
し
な
が

ら
、
直
営
に
向
け
た
維
持
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
。

常
勤
と
非
常
勤
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
お
い
て
は
数
名
の
常
勤
で
や
っ

て
い
た
が
、
去
年
三
名
退
職
し
、
現

在
一
名
。
残
り
六
名
中
、
五
名
が
常

勤
の
日
額
調
理
員
で
あ
る
。
意
欲
を

持
ち
、
責
任
あ
る
立
場
を
考
慮
し
、

今
後
と
も
安
定
し
た
雇
用
に
努
め
て

い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
三
谷
典
久
議
員

欠
員
一
名
は
、
非
常
勤
の
人
が
働

い
て
い
る
の
か
と
考
え
質
問
し
た
。

人
が
集
ま
ら
な
い
理
由
と
し
て
、
働

く
希
望
が
午
前
中
だ
け
と
か
、
働
く

時
間
帯
に
制
約
が
あ
る
と
聞
く
。
雇

用
す
る
側
が
こ
れ
ら
を
調
整
し
て
、

雇
用
を
確
保
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
高
田
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
長

代
替
調
理
員
と
常
勤
調
理
員
は
仕

事
の
内
容
等
が
異
な
る
。
調
理
の
流

れ
の
中
に
あ
る
様
々
な
作
業
を
常
勤

の
中
で
回
し
な
が
ら
、
そ
の
補
助
的

な
業
務
を
代
替
調
理
員
に
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

現
在
、
一
名
の
欠
員
が
常
勤
の
作

業
に
若
干
負
担
を
か
け
て
い
る
部
分

も
あ
り
、
そ
の
補
助
的
な
部
分
を
非

常
勤
調
理
員
に
応
援
を
願
っ
て
い
る

体
制
。
責
任
に
つ
い
て
は
常
勤
と
は

全
く
異
な
る
。
そ
う
い
う
全
体
の
中

の
割
り
振
り
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
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第
１
回
　
臨
時
会

審
議
し
た
案
件

一
部
の
町
税
減
免
申
請
書
に
個

人
番
号
の
記
載
が
不
要
に

［
提
案
理
由
］

国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
︵
個
人
番
号
︶

記
載
手
続
き
の
見
直
し
に
よ
り
、
主

に
な
る
申
告
と
同
時
に
又
は
関
連
し

て
提
出
す
る
町
民
税
及
び
特
別
土
地

保
有
税
の
減
免
申
請
書
は
、
個
人
番

号
の
記
入
が
不
要
に
な
る
の
で
﹁
町

税
条
例
﹂
を
改
正
。

平
成
27
年
５
月
の
一
部
改
正
で
、

町
民
税
申
告
な
ど
町
税
に
関
す
る
事

務
の
手
続
き
に
は
個
人
番
号
の
記
入

が
必
要
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

製
造
業
や
旅
館
業
な
ど
の
固

定
資
産
税
減
免
制
度
を
延
長

［
提
案
理
由
］

過
疎
地
域
で
あ
る
ニ
セ
コ
町
内
で

の
企
業
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
製

造
業
や
旅
館
業
等
の
固
定
資
産
税
の

減
免
を
行
う
﹁
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
の
適
用
に
伴
う
固
定
資

産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
﹂

の
適
用
期
限
を
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
２
年
延
長
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

国
保
税
の
減
免
申
請
書
は

個
人
番
号
の
記
載
が
必
要

［
提
案
理
由
］

国
民
健
康
保
険
税
事
務
で
は
、
国

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
基
づ
き
、

減
免
申
請
書
に
個
人
番
号
を
記
載
す

る
よ
う
﹁
ニ
セ
コ
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
﹂
を
改
正
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

第
２
回
　
定
例
会

審
議
し
た
案
件

ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群
は
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
に

［
提
案
理
由
］

ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群
は
、
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
の
３
年
間
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
管
理
を
行
わ
せ
る
た

め
、
指
定
管
理
者
の
候
補
と
し
て
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ニ
セ
コ
倉
庫
邑

を
提
案
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

草
地
整
備
及
び
飼
料
調
整
貯

蔵
施
設
等
の
設
置
に
関
す
る

委
託
契
約
の
減
額
変
更

［
提
案
理
由
］

こ
の
契
約
は
、
議
会
の
議
決
を
要

す
る
５
千
万
円
以
上
の
事
業
で
、
平

成
24
年
５
月
10
日
議
決
、
平
成
26
年

５
月
14
日
変
更
議
決
し
て
い
る
。
平

成
27
年
度
が
業
務
完
了
で
、
草
地
整

備
改
良
事
業
が
当
初
計
画
よ
り
面
積

縮
小
し
た
こ
と
に
伴
い
、
精
算
に
よ

っ
て
減
額
が
生
じ
た
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

特
別
職
職
員
の
給
与
引
き

上
げ

［
提
案
理
由
］

平
成
27
年
度
の
人
事
院
勧
告
で
期

末
手
当
の
増
額
改
定
が
勧
告
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
分
か
ら
、

特
別
職
等
及
び
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
支
給
月
数
０
・
１
月
分
引
き
上

げ
を
行
う
。

［
採
決
結
果
］
可
決

反
対
２
賛
成
７

質
疑
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
う
め
子
議
員

今
回
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
に
つ

い
て
、

①
議
会
議
員
の
部
分
も
町
長
か
ら
一

括
で
提
案
さ
れ
た
が
、
議
会
の
分

は
議
会
が
提
案
す
る
も
の
で
は
な

い
か
。

②
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
特
別
職

の
給
与
が
自
動
的
に
上
が
る
の
は

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

高
瀬
総
務
課
長
　

①
議
会
の
分
は
、
現
行
の
﹁
ニ
セ
コ

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
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条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

条
例
や
予
算
な
ど
の
審
議

審

議

し

た

案

件

審

議

し

た

案

件

第
１
回

臨
時
会

１
月
25
日
　
開
催

第
２
回

定
例
会

３
月
８
日
か
ら
15
日
　
開
催

質
　
　
疑



用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
﹂
の
規

定
が
期
末
手
当
の
額
は
﹁
特
別
職

の
職
員
の
例
に
よ
る
﹂
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
時
に
提
案
し

た
こ
と
に
な
る
。

②
財
政
状
況
等
を
検
討
し
、
適
用
開

始
時
期
を
平
成
28
年
度
分
か
ら
と

し
て
い
る
。

三
谷
典
久
議
員

ニ
セ
コ
町
議
会
議
員
報
酬
等
審
議

会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た

の
か
。

高
瀬
総
務
課
長

質
疑
や
意
見
は
な
く
、
妥
当
で
あ

る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

林
副
町
長

﹁
ニ
セ
コ
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
﹂

の
規
定
の
見
直
し
は
、
議
会
と
よ
く

検
討
し
て
い
く
。

討
論

反
対
討
論
主
旨

三
谷
典
久
議
員

こ
の
条
例
に
よ
る
特
別
職
の
期
末

手
当
の
引
き
上
げ
は
、
今
の
深
刻
な

日
本
全
体
の
国
民
の
生
活
と
経
済
状

況
を
考
え
る
と
、
到
底
町
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
、

こ
の
条
例
に
反
対
す
る
。

こ
の
条
例
改
正
は
、
町
長
、
副
町

長
、
教
育
長
、
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
現
行
支
給
月
数
を
０
・
１
月
分

引
き
上
げ
る
内
容
で
あ
る
。
根
拠
と

な
る
人
事
院
勧
告
は
公
務
員
の
労
働

基
本
権
制
約
の
代
替
措
置
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
公
務
員
給

与
と
民
間
給
与
と
の
比
較
に
お
い
て

民
間
給
与
が
公
務
員
給
与
を
上
回
る

結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
が
、
私

は
今
の
日
本
の
社
会
状
況
を
俯
瞰
す

る
と
き
こ
の
よ
う
な
人
事
院
勧
告
の

楽
観
的
な
見
方
に
は
到
底
た
て
な
い
。

２
０
１
４
年
４
月
の
消
費
税
率
８

％
へ
の
増
税
で
、
家
計
消
費
の
深
刻

な
落
ち
込
み
が
続
き
、
実
質
賃
金
は

４
年
連
続
で
下
が
り
続
け
て
い
る
。

こ
の
様
な
社
会
情
勢
の
中
、
一
般
職

の
皆
さ
ん
が
、
職
員
給
与
の
条
例
改

正
で
、
生
活
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ

る
な
ら
、
一
般
職
に
関
す
る
条
例
に

対
し
反
対
す
る
理
由
は
な
い
。

し
か
し
、
特
別
職
は
町
民
や
町
全

体
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
態
に
置
か

れ
て
い
る
か
を
適
切
に
把
握
し
、
今

後
の
町
全
体
の
方
向
を
ど
う
す
る
か

を
決
め
る
立
場
に
あ
り
、
一
般
職
の

立
場
と
は
異
な
る
も
の
だ
。
現
在
の

社
会
状
況
と
経
済
状
況
の
中
で
、
た

い
へ
ん
な
思
い
を
し
て
生
活
し
て
い

る
方
が
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
私

は
給
与
の
引
き
上
げ
に
素
直
に
同
意

で
き
な
い
。
特
別
職
に
関
し
て
今
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
見
当

た
ら
な
い
と
考
え
る
。

最
後
に
ひ
と
つ
指
摘
し
て
お
く
。

私
は
、
現
在
の
議
員
報
酬
が
決
し
て

妥
当
な
額
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
現

状
の
議
員
報
酬
で
は
若
い
人
が
議
員

に
な
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、

議
員
の
給
与
が
い
さ
さ
か
な
り
と
も

上
が
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
と
思
う
。
し
か
し
、
今
回
こ
の
条

例
を
通
す
こ
と
は
町
民
の
思
い
に
反

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
、

一
般
町
民
の
思
い
を
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
特
に
強
調
し
、

議
員
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
賛
同
を

改
め
て
求
め
、
反
対
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論
主
旨

木
下
裕
三
議
員

特
別
職
等
の
手
当
の
改
正
に
あ
た

っ
て
は
、
町
長
の
諮
問
に
対
し
て
審

議
を
行
い
、
改
正
を
了
解
さ
れ
た
こ

と
に
基
づ
い
て
い
る
。

こ
の
委
員
会
の
委
員
は
、
地
域
の

経
済
状
況
や
民
間
給
与
の
様
子
な
ど

も
理
解
さ
れ
て
い
る
４
人
で
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
回
答
が
な
さ
れ

た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

ニ
セ
コ
町
で
は
、
過
去
に
も
期
末

手
当
に
関
し
て
特
別
職
等
が
一
般
職

の
改
正
に
合
わ
せ
て
、
人
事
院
勧
告

ど
お
り
の
支
給
率
に
引
き
上
げ
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
今
回
も
従
前
に
な

ら
っ
た
提
案
で
あ
る
。

特
別
職
、
議
会
議
員
が
そ
ろ
っ
て

改
正
す
る
必
要
が
あ
る
か
な
ど
、
検

討
を
要
す
る
点
が
あ
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
議
会
議
員
の
報
酬
に
関
す

る
条
例
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

特
別
職
、
議
員
が
、
今
後
と
も
そ

れ
ぞ
れ
の
職
務
に
真
摯
に
向
か
う
こ

と
を
お
願
い
し
、
今
提
案
に
つ
い
て

は
賛
成
す
る
。

一
般
職
員
の
給
与
引
き
上
げ

［
提
案
理
由
］

①
平
成
27
年
度
の
人
事
院
勧
告
で
、

給
与
水
準
の
増
額
改
定
が
勧
告
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
給
料
表
及
び
勤

勉
手
当
の
支
給
率
の
改
正
を
行
う
。

②
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
規
則
で
定
め
て
い
た
等

級
別
基
準
職
務
表
を
条
例
で
定
め

る
必
要
及
び
引
用
条
項
の
繰
上
げ

が
な
さ
れ
た
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数
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手
数
料
の
一
部
引
き
上
げ

と
新
設

［
提
案
理
由
］

納
税
証
明
等
の
手
数
料
に
つ
い
て
、

負
担
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

新
た
に
住
宅
用
家
屋
の
証
明
の
規
定

を
設
け
る
た
め
。

納
税
証
明
等
の
税
に
関
す
る
証
明

は
　
３
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
。

新
た
に
、
住
宅
用
家
屋
証
明
　
１
件

に
つ
き
　
１
３
０
０
円
を
規
定
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

第
５
次
ニ
セ
コ
町
総
合
計

画
の
見
直
し

［
提
案
理
由
］

①
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
35
年
３

月
ま
で
の
12
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
第
５
次
ニ
セ
コ
町
総
合
計
画

︵
以
下
﹁
第
５
次
計
画
﹂
と
い
う
。︶

は
、
的
確
な
進
行
管
理
を
行
う
た

め
、
町
民
意
識
調
査
を
４
年
に
１

度
実
施
し
、
そ
の
評
価
内
容
に
よ

り
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

②
第
５
次
計
画
の
策
定
以
降
、﹁
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
﹂︵
平

成
26
年
法
律
第
１
３
６
号
︶
が
新

た
に
成
立
し
、
地
方
創
生
が
国
の

重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
第
５
次
計
画
に
位
置

づ
け
た
施
策
の
う
ち
、
特
に
地
方

創
生
に
対
応
す
る
施
策
を
﹁
ニ
セ

コ
町
自
治
創
生
総
合
戦
略
﹂
に
重

点
的
に
位
置
づ
け
る
と
同
時
に
、

第
５
次
計
画
に
お
い
て
も
重
要
な

施
策
と
位
置
づ
け
を
行
い
、
双
方

の
整
合
を
図
る
た
め
今
回
変
更
手

続
き
を
行
う
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
を
策
定

［
提
案
理
由
］

こ
の
計
画
の
策
定
根
拠
は
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
で
、
同

法
の
目
的
は
、
第
１
条
で
、﹁︵
一
般

的
に
言
う
過
疎
地
域
に
お
い
て
︶
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の

自
立
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
住
民
福

祉
の
向
上
、
雇
用
の
増
大
、
地
域
格

差
の
是
正
及
び
美
し
く
風
格
あ
る
国

土
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
﹂
と
あ

る
。
過
疎
地
域
指
定
を
受
け
て
い
る

自
治
体
で
は
、
こ
の
法
の
目
的
達
成

に
向
け
具
体
的
施
策
を
推
進
す
る
た

め
に
、
各
自
治
体
が
計
画
を
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
従
前
か
ら
、

ニ
セ
コ
町
は
、
こ
の
法
に
基
づ
き
、

道
路
や
公
共
施
設
と
い
っ
た
生
活
基

盤
等
の
整
備
や
、
各
種
ソ
フ
ト
事
業

等
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。

平
成
26
年
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

同
法
の
期
限
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
提

案
す
る
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

規
約
の
変
更

後
志
広
域
連
合
規
約
の
変
更

［
提
案
理
由
］

①
広
域
連
合
は
、
平
成
28
年
３
月
か

ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
事

業
の
名
称
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。

②
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
行
政
不

服
審
査
会
の
共
同
事
務
を
行
う
こ

と
か
ら
関
係
町
村
の
経
費
負
担
方

法
に
つ
い
て
規
定
す
る
必
要
が
生

じ
た
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

よ
う
て
い
地
域
消
費
生
活

相
談
窓
口
運
営
協
議
会
規

約
の
変
更

［
提
案
理
由
］

消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
め
ぐ
る

問
題
等
や
高
齢
者
等
の
消
費
者
被
害

の
深
刻
化
に
対
応
す
べ
く
、
消
費
者

行
政
の
体
制
整
備
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
消
費
者
安
全
法
が
改
正
さ

れ
、
協
議
会
の
組
織
運
営
等
に
関
す

る
事
項
等
の
整
備
が
必
要

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

請
願
書
・
陳
情
書
の
審
査

・
請
願
第
１
号

誰
も
が
安
心
し
て
介
護
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
よ

う
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の

請
願

請
願
者

ニ
セ
コ
福
祉
会
　

理
事
長
　
本
間
邦
男

紹
介
議
員

三
谷
典
久

審
査
結
果
　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

３
月
８
日
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
結

果
、﹁
採
択
す
べ
き
も
の
﹂
と
す
る
委

員
会
報
告
が
行
わ
れ
た
。

［
採
決
結
果
］
委
員
会
報
告
ど
お
り
に

決
す
る
　
賛
成
多
数
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・
平
成
27
年
陳
情
第
９
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
大
筋
合
意
に
係
る
政
府

に
対
す
る
「
意
見
書
」
採
択
の
陳
情

陳
情
者

よ
う
て
い
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
　
八
田
米
造

取
り
下
げ

平
成
27
年
12
月
の
定
例
議
会
で
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
が
、
陳
情

者
か
ら
取
り
下
げ
た
い
と
の
通
知
が

あ
り
、
こ
れ
を
許
可
し
た
。

第
３
回
　
臨
時
会

審
議
し
た
案
件

ニ
セ
コ
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
改
正

［
提
案
理
由
］

国
の
制
度
に
合
わ
せ
て
、
負
担
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
、
平
成
28
年
度
分
以
降

の
ニ
セ
コ
町
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
。
及
び
所

得
の
少
な
い
被
保
険
者
に
対
し
て
課

す
る
保
険
税
の
算
定
に
用
い
る
基
準

額
の
見
直
し
︵
拡
大
︶
を
規
定
。

［
採
決
結
果
］
可
決
　
賛
成
多
数

質
疑

三
谷
典
久
議
員
　

①
平
成
27
年
度
現
在
、
限
度
額
85
万

円
の
超
過
世
帯
数
は
。

②
平
成
28
年
度
に
は
４
万
円
上
が
る

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

る
世
帯
数
と
税
収
は
ど
の
程
度
か
。

③
ニ
セ
コ
町
で
の
超
過
世
帯
の
割
合

は
何
％
か
。

芳
賀
税
務
課
長
　

①
平
成
27
年
度
を
も
と
に
し
て
28
年

度
の
算
定
を
し
て
い
る
。
27
年
度

の
賦
課
状
況
で
は
、
ニ
セ
コ
町
全

体
で
国
保
世
帯
数
９
２
０
世
帯
ほ

ど
の
う
ち
、
限
度
超
過
世
帯
は
49

世
帯
。

②
49
世
帯
す
べ
て
が
影
響
を
受
け
る

が
、
こ
の
う
ち
10
世
帯
程
度
は
４

万
円
す
べ
て
が
上
が
る
も
の
で
は

な
い
。
税
収
の
試
算
で
は
、
平
成

27
年
度
課
税
の
算
定
か
ら
限
度
額

の
増
、
軽
減
の
減
を
合
わ
せ
て
算

定
し
、
予
算
上
で
は
１
１
６
万
円

ほ
ど
の
プ
ラ
ス
。
限
度
超
過
の
部

分
で
は
約
１
６
０
万
円
の
増
を
見

込
み
、
軽
減
部
分
で
43
万
円
ほ
ど

の
減
を
見
込
ん
で
算
定
。

③
ニ
セ
コ
町
は
４
〜
５
％
く
ら
い
で
、

限
度
超
過
世
帯
は
少
な
い
状
況
。

討
論

賛
成
討
論
主
旨

三
谷
典
久
議
員

こ
の
条
例
の
改
正
は
、
２
つ
の
部

分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
限

度
額
、
も
う
ひ
と
つ
は
低
所
得
者
に

対
し
て
の
改
善
。
私
は
こ
の
低
所
得

者
に
対
し
て
軽
減
を
拡
大
す
る
部
分

は
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
限
度
額

に
関
し
て
は
ち
ょ
っ
と
問
題
が
あ
る

と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
相
対
的

に
判
断
す
る
場
合
、﹁
賛
成
﹂
す
る
が
、

こ
の
限
度
額
に
関
し
て
の
問
題
点
を

指
摘
し
た
い
。

①
現
状
の
国
保
が
危
機
的
状
態
に
あ

る
原
因
は
、
国
の
国
保
負
担
率
の

大
幅
な
引
き
下
げ
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
国
保
の
総
収
入
の

国
庫
支
出
と
し
て
、
１
９
８
０
年

代
で
は
お
よ
そ
50
％
あ
っ
た
の
が
、

２
０
０
０
年
代
に
な
り
、
25
％
と
、

大
幅
に
削
減
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
国
保
を
構
成
す

る
被
保
険
者
の
内
容
が
、
以
前
は

自
営
業
あ
る
い
は
農
林
漁
業
者
だ

っ
た
の
が
、
現
在
で
は
年
金
生
活

者
あ
る
い
は
無
職
、
非
正
規
労
働

者
と
い
っ
た
こ
と
で
、
国
保
は
厳

し
い
現
状
に
あ
る
。
そ
の
な
か
で

限
度
額
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、

本
来
国
が
負
担
す
べ
き
も
の
を
国

民
に
負
担
を
押
し
付
け
る
こ
と
に

近
い
、
そ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ

る
と
思
う
。

②
超
過
世
帯
の
目
安
と
し
て
、
世
帯

で
５
０
０
万
円
の
所
得
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
大
都
会
で
は
富
裕

者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
限

度
額
が
有
効
に
働
く
か
も
し
れ
な

い
が
、
ニ
セ
コ
町
の
国
保
税
は
、

固
定
資
産
税
額
も
算
出
に
加
え
る

の
で
都
会
と
同
じ
よ
う
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

③
３
月
議
会
で
の
新
年
度
予
算
時
に

税
収
の
増
と
し
て
72
万
円
と
あ
っ

た
。
そ
れ
に
関
し
て
も
う
少
し
詳

し
い
説
明
を
町
と
し
て
は
す
べ
き

だ
っ
た
。
町
と
し
て
の
説
明
責
任

と
い
う
部
分
で
、
私
は
満
足
し
て

い
な
い
。
限
度
額
に
関
し
て
そ
う

い
う
問
題
が
あ
る
が
、
全
体
と
し

て
は
賛
成
す
る
。
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審

議

し

た

案

件

質
　
　
疑

討
　
　
論

ニセコ町議会は「飲酒運転
根絶宣言」を決議しました
北海道をはじめ、各市町村、各

関係機関や団体との連携を強化す

るとともに、ニセコ町民一丸とな

って飲酒運転の根絶に取り組みま

しょう

飲酒運転は絶対に
「しない!」「させない!」

第
３
回

臨
時
会

３
月
30
日
　
開
催



○
第
２
回
　
定
例
会

可
燃
ご
み
の
増
加
理
由
と
、

対
応
策
は

三
谷
典
久
議
員
　
羊
蹄
山
麓
地
域
一

般
廃
棄
物
可
燃
ご
み
処
理
業
務
委

託
料
増
額
に
つ
い
て
。
可
燃
ご
み

が
55
ト
ン
増
加
見
込
み
と
あ
っ
た

が
、
具
体
的
な
理
由
は
。

横
山
町
民
生
活
課
長
　
観
光
事
業
系

の
ご
み
の
増
加
と
考
え
ら
れ
る
。

ホ
テ
ル
や
社
員
寮
、
飲
食
店
な
ど

事
業
所
数
の
増
加
や
、
宿
泊
者
数

が
12
月
ま
で
で
前
年
比
約
１
万
２

千
人
増
加
し
て
い
る
。
大
型
事
業

所
で
は
、
排
出
量
が
８
ト
ン
も
増

加
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

三
谷
典
久
議
員
　
55
ト
ン
全
て
が
観

光
系
事
業
由
来
な
の
か
、
細
か
な

区
分
は
で
き
て
い
る
の
か
。

横
山
町
民
生
活
課
長
　
排
出
元
の
細

か
な
区
分
は
で
き
て
い
な
い
。
人

口
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
し
、

ご
み
は
全
体
量
で
年
々
増
加
し
て

い
る
。

篠
原
正
男
議
員
　
可
燃
ご
み
量
が
年

々
増
加
と
あ
る
が
、
抑
制
す
る
手

段
は
考
え
て
い
る
の
か
。

横
山
町
民
生
活
課
長
　
平
成
28
年
度

は
専
用
ご
み
袋
の
料
金
改
定
を
検

討
し
、
改
め
て
分
別
を
周
知
し
て

い
く
。
使
用
済
み
小
型
家
電
の
収

集
を
行
う
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量

化
を
図
る
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金

増
加
の
理
由
は

篠
原
正
男
議
員
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
付
金
が
12
月
以
降
１
千
万
円
ほ

ど
増
額
し
た
。
何
か
特
別
な
周
知

な
ど
行
っ
た
結
果
か
。

山
本
企
画
環
境
課
長
　
こ
の
間
の
寄

付
は
10
件
あ
り
、
有
島
記
念
館
関

連
の
事
業
に
対
す
る
寄
付
は
、
町

か
ら
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
そ
の

他
は
、
特
段
の
周
知
は
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
用
途
も
未
指
定
。

片
山
町
長
　
ニ
セ
コ
を
応
援
し
た
い

と
い
う
申
し
出
が
増
え
て
い
る
結

果
で
、
大
変
喜
ば
し
い
。
寄
付
者

の
意
に
沿
う
事
業
に
活
用
し
た
い
。
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第

２

回

定

例

会

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

第２回定例議会で審議された条例改正　　
いずれも、審議の結果、賛成多数で可決しました。審議における質疑や討論はありませんでした。

ニセコ町行政手続条例の一部を改正す
る条例

ニセコ町情報公開条例の一部を改正す
る条例

ニセコ町個人情報保護条例の一部を改
正する条例

ニセコ町人事行政の運営等の状況の公
表に関する条例の一部を改正する条例

一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例

職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例

ニセコ町職員等の旅費に関する条例の
一部を改正する条例

町税条例等の一部を改正する条例

ニセコ町固定資産評価審査委員会条例
の一部を改正する条例

国民が行政庁に不服を申し立てる制度について、①②により所要の改正
①公正性・使いやすさの向上等を図ることを目的に行政不服審査法が改正された
②国民の権利利益の保護の更なる充実を図る観点から、行政指導の中止、処分等
の求め等の仕組みが設けられた改正行政手続法が制定された

国民が行政庁に不服を申し立てる制度について、公正性・使いやすさの向上等を
図ることを目的に行政不服審査法が改正されたため、所要の改正

国民が行政庁に不服を申し立てる制度について、公正性・使いやすさの向上等を
図ることを目的に行政不服審査法が改正されたため、所要の改正

地方公務員法及び行政不服審査法の改正に伴い、所要の改正

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正

地方公務員法及び学校教育法等の改正に伴い、所要の改正

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正

①地方税法の改正に伴い、地方税法の猶予制度について所要の改正
②行政不服審査法の改正に伴い、所要の改正

国民が行政庁に不服を申し立てる制度について、公正性・使いやすさの向上等を
図ることを目的に行政不服審査法が改正されたため、所要の改正

件　　　名 提　　案　　理　　由
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年金生活者等支援臨時福祉給付金（国の補助）を計上
第2回　定例会

第2回定例会で、担い手確保・経営強化支援事業補助（国のＴＰＰ関連対策事業によるもの）や羊
蹄山麓地域一般廃棄物可燃ごみ処理業務委託料など、一般会計ほか3会計で、合計8,544万6千円の
増額補正を可決しました。なお、今回補正した事業には、会計年度を平成28年度分として繰り越し
て実施する事業（年金生活者等支援臨時福祉給付金1,800万円ほか）が含まれています。

平成27年度　ニセコ町一般会計補正予算･････････････････････････････原案可決
予算現額に5,204万円を増額し、予算総額47億1,315万円となりました。
・歳入　分担金及び負担金（広域保育所入所市町村負担金） 146万6千円増額

国庫支出金（社会資本整備交付金ほか） 86万9千円減額
道支出金（強い農業づくり事業補助金ほか） 3,829万3千円増額
寄付金（ふるさとづくり寄付金ほか） 1,073万円増額
繰入金（財政調整基金繰入金） 4,000万円減額
繰越金（前年度繰越金） 872万円増額
町債（過疎地域自立促進特別事業債ほか） 3,370万円増額

・歳出　総務費（社会保障・税番号制度に伴うネットワークセキュリティ強化ほか） 4,549万2千円増額
民生費（認知症ぐる～ぷほ～む　きら里運営事業補助ほか） 991万3千円増額
衛生費（羊蹄山麓地域一般廃棄物可燃ごみ処理業務委託料ほか） 303万9千円増額
農林水産業費（担い手確保・経営強化支援事業補助ほか） 3,660万9千円増額
土木費（公営住宅個別改善工事の減ほか） 4,367万9千円減額
教育費（子ども子育て支援システム改修に伴う負担金） 21万6千円増額

平成27年度　国民健康保険事業特別会計補正予算･････････････････････原案可決
予算現額に3,325万5千円を追加し、予算総額2億7,464万8千円となりました。
・歳入　繰入金（一般会計繰入金ほか） 1,692万8千円減額

諸収入（後志広域連合過年度精算還付金） 5,018万3千円増額

・歳出　総務費（広域連合負担金ほか） 3,325万5千円増額

平成27年度　簡易水道事業特別会計補正予算･････････････････････････原案可決
予算現額に8万5千円を増額し、予算総額1億9,348万5千円となりました。
・歳入　繰入金（一般会計繰入金） 8万5千円増額

・歳出　総務費（職員給料ほか） 8万5千円増額

平成27年度　公共下水道事業特別会計補正予算･･･････････････････････原案可決
予算現額に6万6千円を増額し、予算総額1億7,966万6千円となりました。
・歳入　繰入金（一般会計繰入金） 6万6千円増額

・歳出　総務費（職員給料ほか） 6万6千円増額



○
第
３
回
　
臨
時
会

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
起
業
者
等
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
増
え
た
理
由
は

竹
内
議
員
　
こ
の
事
業
費
は
、
つ
い
１

週
間
ほ
ど
前
に
議
決
し
た
平
成
28
年

度
当
初
予
算
か
ら
、
さ
ら
に
２
０
０

万
円
増
加
。
短
期
間
で
増
加
し
た
理

由
。

前
原
商
工
観
光
課
長
　
昨
年
12
月
の
予

算
要
求
時
点
で
の
相
談
件
数
が
５
件

あ
り
、
予
算
案
は
５
件
で
計
上
。
そ

の
後
も
事
業
を
活
用
し
た
い
と
の
相

談
が
あ
り
、
交
付
金
事
業
で
は
７
件

で
申
請
し
た
。

片
山
町
長
　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

事
業
は
、
該
当
し
そ
う
な
事
業
を
で

き
る
だ
け
多
く
申
請
し
た
が
、
国
の

対
象
要
件
が
次
々
に
変
更
に
な
り
該

当
に
な
る
か
判
断
に
迷
っ
た
も
の
も

多
い
。
平
成
28
年
度
に
必
ず
取
り
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
事
業
は
、
28
年
度

当
初
予
算
に
も
計
上
。
自
治
創
生
総

合
戦
略
に
掲
げ
た
事
業
か
ら
交
付
金

申
請
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

補
正
事
業
に
な
っ
て
い
る
。

三
谷
議
員
　
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
起
業
者

等
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
公
共
施
設
で

の
テ
ナ
ン
ト
出
店
も
対
象
と
な
っ
た

と
の
話
だ
が
、
３
月
議
会
で
そ
の
よ

う
な
説
明
が
あ
っ
た
か
。
補
助
金
事

業
な
の
で
、
て
い
ね
い
な
説
明
が
必

要
で
は
な
い
か
。

林
副
町
長
　
後
ほ
ど
担
当
課
長
か
ら
説

明
さ
せ
ま
す
。

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略

の
対
象
作
物
は

竹
内
議
員
　
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略

策
定
業
務
委
託
料
。
ブ
ラ
ン
ド
化
を

考
え
て
い
る
農
産
物
は
。

山
本
企
画
環
境
課
長
　
対
象
作
物
は
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
で
、
新
品
種
や
流
通
、

販
売
な
ど
広
く
調
査
。
こ
れ
を
主
に

そ
の
他
の
作
物
も
検
討
。

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
誘
客
促
進

二
次
交
通
整
備
事
業
と
は

竹
内
議
員
　
町
内
で
の
二
次
交
通
な
の

か
、
新
幹
線
乗
降
客
か
。

山
本
企
画
環
境
課
長
　
北
海
道
新
幹
線

の
開
業
に
よ
り
、
函
館
北
斗
ま
で
来

た
観
光
客
を
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
へ
呼
び

込
む
た
め
の
施
策
を
検
討
す
る
目
的

で
、
倶
知
安
町
と
共
同
事
業
で
行
う
。

来
訪
者
に
は
函
館
方
面
か
ら
の
移
動

手
段
や
来
訪
目
的
の
調
査
な
ど
を
行

う
。
ま
た
、
試
行
的
に
函
館
か
ら
の

都
市
間
バ
ス
運
行
も
予
定
。
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地方創生加速化交付金事業（先行申請分）を計上
第3回　臨時会

第3回臨時会で、地方創生加速化交付金事業（平成27年度分）として国に申請していた事業が交

付対象として認定されました。このため、地域産業雇用創出・起業化事業補助金ほか、一般会計で

7,385万5千円の増額補正を可決しました。なお、今回補正した事業は、全額会計年度を平成28年

度分として繰り越して実施する事業になります。一部事業は、28年度当初予算と重複して計上して

いるものがあり、繰り越した予算で対応します。

平成27年度　ニセコ町一般会計補正予算･････････････････････････････原案可決

予算現額に7,385万5千円を増額し、予算総額47億8,700万5千円となりました。

・歳入　国庫支出金（地方創生加速化交付金） 7,191万4千円増額

繰越金（前年度繰越金） 194万1千円増額

・歳出　総務費（農産物ブランド化戦略策定業務委託料ほか） 2,012万1千円増額

衛生費（視察旅費、持続可能な発展を目指す自治体会議負担金ほか） 108万6千円増額

農林水産業費（地域産業雇用創出・起業化事業補助金ほか） 1,764万1千円増額

商工費（にぎわいづくり起業者等サポート事業補助） 700万円増額

土木費（中央倉庫群運営委託料ほか） 2,047万7千円増額

教育費（外国語教育推進業務委託料ほか） 753万円増額

その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！その補正予算に質問！

第

３

回

臨

時

会
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予算特別委員会での質疑から（一部抜粋・要点）

●ふるさとづくり寄附金は？
篠原正男委員　

ふるさとづくり寄附金の検討経

過と平成28年度予算にはどのよ

うに反映したか。

山本企画環境課長　

予算としては贈答用ということ

で1万円の10件とプラス10万円分増

額。検討経過は、地域おこし協力

隊員に相談、提案をもらっている。

片山町長　

寄附は本来見返りを求めるもの

でないはずだということもあり、

返礼品ではなくて「ふるさと町民

カード」というものを幾つかの自

治体で発行する動きがある。他に

も特徴ある取り組みを整理・検討

し、早い段階でそれらの経費も含

めて制度として立ち上げたい。

●にぎわいづくりサポート事業は
しっかりした制度設計を
三谷典久委員　

にぎわいづくり起業者サポート

事業の制度内容を変更したとい

う。もうちょっと深く検討して、

つくったものをすぐ変えるような

ことがないように注意して対応す

べきではないか。

前原商工観光課長　

町の制度として起業者を何とか

サポートしたいという思いの中、

いろいろ変更を加えてきている経

過がある。そこを大切に、制度改

正等をしていきたい。

●地域おこし協力隊の活用は？
三谷典久委員　

地域おこし協力隊員に町内にあ

る様々な地域課題の掘り起こしや

解決策の検討をお願いできないの

か。地域おこし協力隊員が、最終

的に単なるお手伝い、あるいはそ

の職場での人手不足を解消するだ

けの仕事に終始しないよう配慮し

なければいけないと思うが。

福村農政課長　

地域おこし協力隊の行政課題の

支援は、制度上問題ない。しかし、

隊員の活動期間はおおむね3年以

内と決まっている。3年たてば本

人が起業するか就業するというこ

とを踏まえてニセコ町で活動して

もらうので、自分の就業活動との

両立は難しい側面もある。そうし

た点も考慮しながら地域おこし協

力隊を活用していく。

●中央倉庫に作るクライミングウ
オールの規模は？
新井正治委員

中央倉庫群改修工事の中で1号

倉庫のクライミングウオールの規

模は。また、使用料等をもらって

運営するのか。

黒瀧建設課長

クライミングウオールは、高さ

が2.7で、横幅が7.2メートル。小

学生の高学年程度の方が利用でき

る程度のものと想定している。指

定管理者とも具体的な使用料を取

ることも含めて今後検討するとい

うことで、我々も一緒に協議して

いきたい。

●湯めぐりパス事業に補助する理
由は？
木下裕三委員　

湯めぐりパス事業に対して､PR

活動の一部を補助する理由は。こ

の事業は、法人であるリゾート観

光協会の収益事業の一環だったと

記憶しているが。

前原商工観光課長　

湯めぐりパスが収益事業である

点は、今も変わっていない。湯め

ぐりパス制度は当初非常にすぐれ

たものとしてかなり浸透したが、

最近は、特に冬期間の入込客が増

えたこともあり、湯めぐりパスを

使うお客様に対する時間制限や、

脱退する事業者もありで、本来各

施設とともに周遊してもらえるこ

とを目的に始めたものが、実際に

は事業者にとっても、負担になっ

ているところがある。このため、

中身の見直しを行うことにしてい

るが、その中で新たな制度のパス

券等をつくっていかなければいけ

ない。収益事業なので観光協会で

取り組んでいくが、広告費までは

持ち切れないことから、一部を町

が補助する。

●近藤小学校の改修計画は？
浜本和彦委員

近藤小学校の児童数の推移と近

藤小学校施設改修実施設計業務の

内容は。

加藤学校教育課長

近藤小学校の児童数の見込は、

現在は16人で、この後、平成28

年度は14人になるが、平成30年

度には23人にまで増えるものと

みている。特に、1年生が増える

と、単独の学級として運営しなけ

ればいけないため、教室の増設が

必要になる。

施設改修実施設計業務では、教

室の増設とこれに伴う内部改修の

ほか、校舎全体の建物老朽化に関

する改修のための設計を想定して

いる。
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予算特別委員会での質疑から（一部抜粋・要点）

●町民センターの真裏にある公衆
トイレは改修するのか？
青羽雄士委員・篠原正男委員

町民センターの真裏にある公衆

トイレが故障中で、ずっと使用で

きない。公園利用者も多いので、

早急に修理して使えるようにすべ

きではないか。

黒瀧建設課長　

建設課としてトイレの改修費を

計上し検討したが、町の全体予算

の配分から断念した。ゲートボー

ル場の利用者はじめ、一般的な来

訪者の方々も含めて公園トイレが

使えないことで不自由をかける部

分は、改修が終わるまで、案内看

板等で総合体育館や町民センター

のトイレを利用していただくよう

周知する。

高瀬総務課長

財政の側から補足させていただ

くと、600万円近い予算要求の内

容であるため、ヒアリングの際い

ろいろと検討した。下水道布設地

域内のため浄化槽を直すのではな

く、下水道管につなげることにな

るが、それを道道側（町民センタ

ー正面側）に出すべきなのか、ほ

かの方法があるか、そういう部分

を精査して、もう少し詳細な現地

の調査と見積もりを上げていただ

きたいという観点から、当初予算

でゼロ査定にしている。

林副町長

下水道につなぐときに高低差の

問題があり、新たな歩道整備事業

の設計と工事施工がはっきりして

こないと二度手間になることか

ら、最終的に予算段階で判断。公

園利用者もいることからトイレの

設置は必須と考えるので、歩道工

事の状況が分かり次第、早目早目

に対応していく。

●学校教材費の保護者負担の軽減
は？
三谷典久委員

昨年6月議会の一般質問で、教

材費について保護者負担の軽減と

算数ボックスの備品化を求めた。

いずれも、学校と協議するとの回

答だったが、こういった教材費に

関しての保護者負担の軽減が、今

回の教育振興費予算に反映されて

いるのか、算数ボックスの備品化

に関しての検討結果は。

加藤学校教育課長

学校とはさまざまな会議などで

情報伝達をし、意見交換している。

その上で、平成28年度の学校予

算の要望を教育委員会で聞き取り

し、十分協議している。特に算数

ボックスをはじめ、教材備品の保

護者負担の軽減を主な目的とした

学校からの特段の要望はなかった

ところである。

●電力自由化への対応は？
篠原正男委員

電力自由化に伴う契約先の変更

について、今回電力自由化を受け

ての契約に関しては、高圧電力契

約をしているのは10施設のみ。

ロードヒーティングやビュープラ

ザなどは高額な光熱費が予算化さ

れているが、10施設に限定した

理由は。

山本企画環境課長

この4月1日から高圧契約をし

ている公共施設10施設は新しい

電力会社との契約で進める。電力

の小売は、この3月までの間は高

圧電力の契約しか新しい電力会社

との契約ができなかったことか

ら、この10施設を先行して進め

ている。

4月1日からは、一般家庭も含

めた電力自由化で、さまざまな電

力会社から電力を購入することが

できるようになる。町として、町

内の一般家庭の皆さんに、新たに

さまざまな選択肢のもとに電力の

購入ができるのだとか、どういう

メリットがあるのだとかいうこと

も含めて町民講座等で啓発をさせ

ていただきながら、4月以降の電

力契約について、研究・検討して

いく。

篠原正男委員

電力自由化に対し、ニセコ町の

方針として試行を1年間やってい

くのか、それとも、例えば今回王

子発電所から生まれた電力を条件

が整い次第あらゆる面で契約を変

更していくのか。

山本企画環境課長

一般家庭を含めたこの4月から

の電力の自由化に関して、もう少

し私ども職員もどのような契約が

有利なのか、不利なのかを含めた

知見を持つ必要があるだろうと考

えているので、4月1日からすぐ

に実施するという考え方ではな

い。また、高圧契約をしている王

子・伊藤忠エネクスは、4月1日

からの電力自由化で、すぐに一般

向けに契約できるという状態には

まだないので、こちらとすぐに新

たな契約をすることは、いまのと

ころない。

林副町長

それぞれさまざまな分野に電力

は関わる。委員ご指摘のとおり、

条件が整い次第切り替えていくと

いう方向で考えている。
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４
月
14
日
午
後
９
時
26
分
に
熊
本
で
発

生
し
た
震
度
７
を
記
録
す
る
大
地
震
は
、

被
害
が
拡
大
し
余
震
が
熊
本
県
を
中
心
に

二
週
間
で
１
０
０
０
回
を
越
し
ま
し
た
。

未
だ
地
震
が
収
ま
る
保
障
の
な
い
現
地
で
、

避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被

災
者
と
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

実
は
私
も
神
戸
で
被
災
し
ま
し
た
。
倒

壊
し
た
高
層
ビ
ル
や
焼
失
し
た
街
並
み
を

目
の
当
た
り
に
し
、
自
然
が
も
た
ら
す
破

壊
力
の
凄
ま
じ
さ
に
、
人
間
の
科
学
の
力

で
は
到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災
後
の
復
興
・
復
旧
へ
の

対
応
は
政
治
の
問
題
で
す
。
阪
神
淡
路
大

震
災
か
ら
21
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
、
こ
の
震
災
の
教
訓
は
、
熊
本
地
震
に

ど
れ
だ
け
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。
地
震

国
日
本
は
ど
こ
で
も
大
地
震
が
発
生
す
る

可
能
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が
あ
り
、
ニ
セ
コ
町
も
決
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例

外
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は
あ
り
ま
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ん
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地
震
へ
の
備
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を

常
に
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え
る
必
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が
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り
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す
。
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１
６
５
号
を
お
届
け
し
ま

す
。
本
号
で
は
第
１
回
臨
時
会
（
１
月
）、

第
２
回
定
例
会
（
３
月
）、
第
３
回
臨
時
会

（
３
月
）
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。（

Ｕ
・
Ｓ
）
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▲期成会要望（東京都）


